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私
たちは皆， 自分の人生 を喜 び

と感動に満 ちあふれたすばら

しいものにすることができます。昔

の航海者や探検家は，長い船旅のあと

に地の果てに到達 しました。私たち

が彼 らと同じような旅をすることは

ないで しょう。 しか し，霊的な意味

での探検家 となって， よりよい生き

方を発見することにより，この世界

をさらによくしていくという理想を

追求 していくことはできます。

この地球 という世界や広大な宇宙の探求にせよ，正 しい

生活を送るための原則の探求にせよ，その過程で，勇気を

もって困難 に立ち向かい，落胆 しても快活さを忘れず，成

功 しても謙虚 さを失 うことのないよう自分 を強めていかな

ければならないという点では同じです。

神が人類 に与えてくださったのは未完成の世界でした。

それは私たちが自分たちの様々な技術を用いて物事 を成 し

遂げていくようにするためです。神 は雲の中に電気を， ま

た地中に石油 を備えて くださいました。 しかしご自分から，

川に橋 を架けた り，森の木 を切 り出した り，町 を築いた り

はされませんで した。人間に与えられたのは，元になる材

料を用 いて努力する機会であ り，完成品が もたらす安逸で

はありません。絵を描き，歌 を歌 い，問題 を解決するよう

に求められているのです。 それによって私 たちは，創造 の

喜びとすばらしさを知 ることができます。

しかし， この半世紀の間に，人々の生活規範 は，多くの

面で低下の一途 をたどってきました。 この現象 は緩やかで

すが，絶えず続いてきました。

金 もうけのためなら何でもする風潮，人間性 を喪失 した

科学，徳を伴わない知識，犠牲の精神を求 めない宗教，良

心を忘れた快楽 の追及，理念のない政治，楽をして富を得

ようとする傾向など，枚挙 にいとまがあ りません。

イギ リスの有名な作家チャールズ ・ディケンズは，2世

紀 も昔 に名作 「二都物語」の冒頭において，次のように書

いています。

「それはおよそ善 き時代 でもあれば
，およそ悪 しき時代 で

もあった。知恵の時代 であるとともに，愚痴の時代 でもあ

った。信念の時代でもあれば，不信 の時代 でもあった。光

明の時でもあれば，暗黒の時でもあった。希望の春 でもあ

れば絶望 の冬でもあった。前途はすべて洋々たる希望 にあ

ふれているようでもあれば，また前途はいっさい暗黒，虚

無 とも見えた。」(中 野好夫，皆川宗一訳 「二都物語」河出

書房新社)

もちろん彼が私たちの時代 を知 っていたはずもありませ

ん。 しかしこれはまさしく現代を言いあてた言葉というこ

とができます。
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人生の豊かさを， この世的な楽 しみや安逸 によってはか

るのは誤 りです。真に豊 かな人生とは，飽 くことのないぜ

いたくな生活を送 ることではあ りません。お金と引き換え

に得 られる楽 しみを，幸福や喜 びと考 えている人 もいます

が，そのような生活を豊 かな人生 と呼 ぶことはできません。

律法 に従 うこと，人を尊重すること， 自分 自身を治める

こと，喜 んで奉仕すること， これ らが豊かな人生を作 る要

素 となるものです。

これらの大切 な事柄 をよく理解できるように，その一っ

一つにづいて考 えてみたいと思います。

律法 に従 う 田

多 くの人 々 に尊 ばれ， よ く知 られ ている行 動規範 につい

て考 えて み ましょ う。 それ はあ りとあ らゆ る苦難 に対 して

導 きとなる もの です。 この律 法 に心 を向け る人 は， シナイ

山 か ら発せ られ たあの声 をあ たか も自分 自身 に向け られ た

ものの よう に感 ずるので はな いで しょうか。

「あ なたはわ た しの ほか に
， な にものを も神 として はな

らない。

あな たは 自分 のため に，刻 ん だ像 を造 って はな らない。

あな たは， あ なたの神 ，主 の名 を， みだ りに唱 えて はな

らない。

安息 日を覚 えて， これ を聖 とせ よ。

あな たの 父 と母 を敬 え。

あな たは殺 してはな らない。
かんいん

あな たは姦淫 しては な らな い。

あな たは盗 ん ではな らない。

あな たは隣 人 について，偽証 して はな らな い。

あな たは隣 人 の家 をむ さぼ っては ならな い。」(出 エ ジプ

ト20：3-4，7-8，12-17)

モ ー セの律法 が与 え られ てか ら長 い年 月が過 ぎ ました。

そ して時の絶頂 に入 る と，大 いなる霊 的 な賜 を与 え られ ま

した。 その力 は武器 よ りも強 い力 で あ り， カイザルの像 を

刻 んだお金 な どとは比較 にな らない永続 的な価値 を持 つ賜

で した。王 の王 ，主 の主 と呼 ば れるお方 が，律法 の様 々 な

原則 に加 えて， 愛 の教 えを与 えて くださったの です。

皆 さんは， あ る律 法学 者 が主 を試 そ うと して した質 問 を

覚 えて お られ る ことで しょう。「先生 ，律 法 の中で，どの い

ましめがい ちばん大切 なの です か。」

主 は これ に対 して次の よ うに非常 に重要 な答 えを与 え ら

れ ま した。 「『心 をつ くし，精神 をつ く し， 思 いをつ く して，

主 なる あなたの神 を愛せ よ。』

これが い ちば ん大切 な， 第一 の いま しめで あ る。

第二 もこれ と同様 で ある，『自分 を愛 する よう にあ なたの

隣 り人 を愛 せ よ。』」(マ タイ22：36-39)

これ は神 の律 法 です。 この律法 を破 る人 は， 永遠 の苦 し

みを受 け， これ に従 う人 は永遠 の喜 びを刈 り取 るこ とがで
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人を尊重する

次に，ほかの人々を尊重することについて考えてみましょ

う。これも幸福 な人生には欠かすことのできないものです。

人問には，隣人や神 に誉れを帰するよ りも， 自分 だけの誉

れを追い求める性向があります。私 たちはどこに住んでい

ようとも，決 して自分 ひとりだけで生 きていくこ「とはでき

ません。 自分 自身は恵 まれた生活をしていながら，貧 しい

暮らしをしている隣人に対 して冷淡であってよいはずがあ

りません。

ここにひとつの不変の原則があ ります。すなわち私 たち

は人に与えれば与 えるほど，受けることができるのです。

私 たちは自分が得 たもので生活 をしますが，真 に豊かな人

生を送るには，人に与えることを学ぶ必要があ ります。・

使徒パウロは長老たちに向けて次のように言 っています。
「『受 けるよりは与える方が，さいわいである』と言われた

主イエスの言葉 を記憶 しているべきことを，万事について

教 え示 したのである。」(使 徒20：35)こ れは私 たちが考 え

ている以上に深遠 な意味 を持つ真理です。 さらに言えば，

非常に実際的な真理でもあります。

主は愚かな金持 ちのたとえ話の中で，はっきりと次のよ

うに言われました。「『あらゆる貧欲に対 し亡よくよく警戒

しなさい。たといたくさんの物 を持 っていても，人のいの

ちは，持ち物 にはよらないのである。』
たとえ

そ こで一 つの讐 を語 られ た，『ある金 持 の畑が豊作 ぞ あっ

た。

そ こで彼 は心 の 中で，「どうしよ うか，わた しの作 物費 し

まってお く所 参 ないの だ魁 と.思いめぐ らして言 った，Fこ

う しよう。 わた しの倉 を取 りこわ し， もっ と大 きいの を建1

て て， そこに穀 物 や食糧 を全部 し まい込 もう。

そ して 自分 の魂 に言 おう。 た ま しい よ， お まえに は長年

分 の食糧 がた くさんた くわえて ある。 さあ安 心 せ よ，食 え，

飲 め，、楽 しめ。」

す ると神 が雛 に言 われ た，「愚 かな者 よ，あなたの魂 は今

夜 の うちに も取 り去 られ るで あろ う。 そ したら， あ なたが

用 意 した物 は， だれの ものに なるのか。」

自分 の ため に宝 を積 んで神 に対 して富 まない者 は， これ

と同 じで ある。』」(ル カ12：15-21)

互 い に心 か らの思 い や りを示 し合 う人 々 は， 景の祝 福 と

して幸福 な生 活 を送 るこ とがで き ます。特 にまだ結 婚 して
きずな'

いない人々に勧告 しておきたいことがあります。夫婦 の絆

を永遠のものにしたいと願 うなら， それな りの気配 り黛心 .

がけが必要 になります。考婦 は互いに十分 な気配 ゆをしな、』

がら，お互いに適応 していかなければなりませ.んし ま表互

いの問題の解決を目指 して取 り組んでいく姿勢 も必要です。

一致するためには互 いに喜んで与 え
，受け合 うことも求め

られます。 また，何事 においても自分 のことよ，り相手の気

，

亡'

持 ちになって物事 を考 えるという精神 も必要です。 これが

相手 を大切にするということであ り，幸福 な人生を探求す

るうえで欠かすことのできない要素なのです。

自分自身を治める

高潔 な人格 を備 えているか どうかは，その人が 自分の自

尊心を傷つけるようなことを言 ったり，したりするかどう，

、かを見れば，最 もよく判断で きるのではないでしょうか。

、人が生 きていくうえで必要なもののひとつに，選択能力
一があ ります

。正 しい選択能力 を身につけるには， 自分 自身

にういて，また様々な物事 についてどのような考え方をす

び きか理解する必要があ ります。 また，生 きるとは，様々

な困難を克服 していくことであるということも理解 しなけ

ればなりません。人生 に問題 はつ きものです。大切 なのは，

問題に負けないようにすることです。・㌧

首分 自身を治めるための戦 いでは，少 しは傷ついたり，

疲れ果ててしまうとともあるでしょう。しかし，『それは必

ず私 たちを進歩向上させてくれます。 自分 を鍛 えるのは決

してなまやさしいことでは勘りません。努力 も苦労 もせず

属 自分 を高めたいと考 え』る人が非常 に多くいます。

、二ある人々は努力もせず1自 分にできるはずのこともしな

いでその言瞭訴だけをして吟ます。「1まカ1の人々と違って，

若 いころによい機会に恵まれなかった」とが 「私 には肉体

的な障害があるか、ら」などとりう言葉 をよく耳にします・

しか し歴卑鷺奉 り返ると， 肉体的な障害を持 ちながら，偉

大 な業績 を残1した人を数 多く見いだすことができます。ギ

リシャの詩人ホメロス， イギリス の詩人ジョン ・ミル トン，

アメリカの歴史家ウィリアム，・プ レスコヅトなどは，格好

の言い訳の材料 を持 っていました。彼 らは皆，目が見 えな

かったのです。 アテネの最高の雄弁家 と言われたデモステ

ネスも肉体的タ障害を持 っていました。彼は肺が弱く， し

ゃがれ声で洗 して華声の持ち主ではあ りませんでした。そ
・の うえ

， ど もるぶ うな話 し方 をしてい たのです。 ドイツの

・偉 大 な作 曲家 ルrド ヴ イ ヒ ・ヴ ァン ・べ 一 トーベ ンは，耳

がまったく聞 こえなくなってからも作曲をやめませんでし

た。彼 らはその気になればいくらで、も言い訳することがで

、毒たのですが，決 してそのようなことをしませんでした。

現代社会はめまぐるしい速 さで変化 しています。科学は ，

信 じられないほどの進歩を遂 げてヤ】ます。医学の発展もま

さしく驚異的です。、地球 の内部や宇宙の探査 にもただ驚 く

に婁力》り1です。'、1

しかしこφ科学時代峰あって1人 間は，宇軍 を征服 して

転 自分 自身葎治φるごとができないでいます。 そ、して心

g平 安 をあ 誉ら夢てしまってレ挿 のです。、
人間は現代の科学技術 により，高速で宇宙を飛為だり，

原子力で静かに何の苦 もな尽海を航行 した りできま す。人
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間は鳥のように飛んだり，魚のように泳 げるのです。 その

ことを考えれば，大地の上を人間らしく歩けるようになっ

てほしいと思います。

宇宙の探査が驚 くべき成果 をあげているのに比べ，人間

が地上で成 し遂 げて きた ことには， ほとんど見るべきもの…

がありません。たとえばコンピュータですが，「タイ「ムコ誌

はこう述べています。「コンピュータはビジネス界を変えつ

つある6コ ンピュータは科学，医学などの分野で人類に新

』たな視野を与え，教育技術の変革，行政の効率化 などに貢.

献 してきた。」

確 かに，、コンピュータは，加減乗除の計算 を行 ない，ほ

かにも様々な仕事 をこなすことができます。 しかし， この

機械が思考力を持つようになる日がいつかやっ七来るので

しょうか。そのようなことは絶対 にあ り得ません♂確 かに

人間の思考プロセスを早 めはしましたが，コンピュータは

福千年を象徴するものでもなければ，人聞の頭脳に対抗で

きるものでもあ りません。 どれほど複雑 な機械 を発明で き

たとしても，それに命を与えた り，.理性 や判断ガを与える

ことはできません。

なぜでしょうか。それらのものは神聖 な賜であり，神のみ

こころによって与 えられるものだからです。1一 ・

神 はかつてコンピュータを作られたことがあ塑きす。そ

れは細心の注意 をもって作 られま.した。たとえ現代のすべ

ての科学者の力 を結集しても，'足下 にも及ばない精密なも

のでした。主要構造体 は粘土で作 られ，，その中、には視掌，聴 』

覚を通 してあらゆる種類の情報を絶えず収集するシステムが1

埋め込 まれ ました。 ま鵡 、芽飛ての経跨 を清潔1こ保 ちそめ ・』1
機能を果たさせるため⑳循環承 、エネルギ」を併給#る 、た 』
めの消化器系㌶各部門め刺激伝達 と調整 を行なう挿経系な

ど備 層 れました・手デン咽 噸 妹 ら継 鯉 ㍗

ピュータは，現代の最高のコンピュータをはるかにしのぐ 豊r

みで.したが，やはり命を持 っていませんで し嵐 それは，詑

憶 や計算 を行ない，複雑 きわまりない方程式・を解 くために

作 られたものでしたが， まだ欠けているもの があ りました。

神 は 「命 の息 をその鼻に吹 きいれられた。そこで人は生

きた者 とな った。」(創 世2：7)1

、現代ゐコンピ ュータが いくら準 んで転 く薗以上 の力 を

持 ち得な嘩 申がここ陣 、韓 す9棉 畝 麟 鱒 え・ ぎ
らに，考え判断 しザ愛するた夢の力 を写え'られためです。1

私 たちはこのようなカを授けられでいますが，'幸福 な人生

を送 るためには， 自分 自身を治 めなければなりません6

喜んで奉仕する

自分 のことを考 えてηるだけでは，真 の幸奪 牽見 いだす

ことはできません。.喜んでほかの人のために働けるよう、に

なるまで，人生の真 の意義を知 ることはできないのです。

奉仕は義務 と関連があります。私 たち は義務 を果た.すこ孝 、

によって，真の喜 びを得 ることができるのです。

私たちの責任は若人のために働 くことではないでしょう

か。それに関 して注意 してお きたいことがあります。若人

に必要なのは批判の言葉 よりも，良い模範 です。今，私た

ちがどのような家 に住み，どれほどの貯金を持 ち， どんな

服 を着ているかなどということは，100年 もたてばどうで

もよいことになって しまいます。。しかし，今私たちが子供r

たちによい影響を与えておくなら，世の中も少 しはよくな

うていくのではないで し、ようか。

ハ ンス ・・セリエは次のように賢明な言葉を残 しています。

「多くの人か ら寄せられる感謝の思いは
，富や権力など♂ ・

りも，大きな心の安 らぎを与えてくれる。」(「生活の中のス

トレスjP。287)1

これが奉仕 のもたらす喜びです。

教育，経験，知識などは， 自分 の選びによって身につけ

るものであ り，上手に用いなければなりません。良心，愛，

信仰は私たちの進むべき道 を示 してくれます。 これらは精

微なものであり，神 から与えられるもの、です。

皆さんが，律法に従順 に従 い，人を大切 にし，自分を治

め，喜びをもっ1て奉仕の業 を行ない，幸福 な人生 を探求 し

ていくときに，大 きな成功 を得 られるように願 っておりま

す。

また，，幸福 な人生とは何かを示 して くださったイエス ・

キリス トか ら心の平安 をいただき，それを常に保 ち緯ける

ことヵぎできますように。□

ホームティーチャ÷への提案

強 調点 》ホー ムテ ィーチ ングのと きに，・以下 の点 を話 し合

う ξよいで レ よう。 』

1冨 幸福な 人生 の判断基 準 を募安 逸， ぜ いた くに置 いて い

・る人 が い喬が ， それ は間違 いで あ る。・

2.・ 幸福な生 活 に伴 う喜 び は，律 法 に従 い， 人を大切 にし，

、月分 を治めゴ喜 んで奉 仕 す為 こ とによ り得 られ う。
・3
。、この峯 ッセー ジに述 彗 られて いる原則 牽寒 鷺す 喬人は，P

主 が約束 さ、れた平安 を得 る ことがで きる。 ・

話し合いを進φるた解

1・人隼の真の幸福を見い擢苓ことにつし}て，あな熊り考

え を述 べ る。

2』1こ のメツ セージ の 中に，』家族 零読 んだ サ話 レ合 うた り

亨 る、の により聖 句 や話 はない だろうか。・

沼 ン話 し合賦をより充実 したものとするために，訪間する

前 に家長 と話 し合 ってお吟た方 がよいだろう炉。監督 、

や定貝会指導者からのメッセージはないだろうか。
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数
年前，ある親 しい友人を訪ねた私 は，異常なまでに気

落ちしている友人の姿を目にすることになりました。

学校の教師をしている彼，外 に仕事を持 たない専業主婦の

奥 さん。ふたりは9人 の子供を抱えながら，経済的 にもぎ

りぎりの暮 らしをしていました。

近況を尋ねてみると，問題を知 られたくなさそうに最初
ちゆうちよ

は躊 躇 していた彼が，涙 を浮かべながら子供たちについて

の悩みを打 ち明けて くれました。息子のひとりが高校 を中
おぽ

退 して家を出，酒やたばこに溺れ仲 間とのパーティに興 じ

ていること，18歳 の娘が過 ちを犯 し，神殿外での結婚 を予

定 していること，そして16歳 のもうひとりの、冒、子 もかなり

深刻 な麻薬 とアルコールの問題 を抱えてお り，その治療費

に伝道中の長男への資金援助が脅かされ，家計 も苦 しくな

っていることなどを話 して くれました。

彼は自責 の念 にかられ自分 を価値のない者だ と、思い始め

ていました。また家族間のそうしたひずみから，彼 と奥さ

んは子供のことでお互いを責め合 い，結婚生活 自体が重い

空気に包まれていました。福音に添った生活 をしていなが

らなぜ子供 たちがそのような道 に走って しまったのか，私
かつとう

には彼の無念さと共に心の葛藤がよく伝 わって きました。

多くの末 日聖徒 は幸福 を願 って熱心に福音の道を歩み出

しますが，予期せぬ問題や困難 にぶつかり圧倒 されて しま

うことがよくあります。そうなると，つらい気持ちから，神

の愛を疑 ったり，決心がぐらついたりしてきます。 また自

分 を信仰から断ち切 り，罪から来る苦痛から逃 れたいとも

思 うようになります。

そのような苦痛を味わっている人々は，荒野での リーハ

イの経験 に多くのことを学ぶことができるに違いあ りませ

ん。 リーハイは主に命 じられたとおり，熱心に新たな経験

に挑戦 しました。 しかし何年かたった後，彼 は荒野で経験

した苦痛や心痛 を次のように述べています。
なんじ

「私 の末子 で ある ヨセフ よ
。私 は今 汝 に語 り聞か せる。汝

かんなん

は私 が銀難 を した荒野 で生 れた。 まことに，私 が もっと も

憂 い悲 しん だ ころに汝 は母 か ら生 れた のであ る。」(II二 一

フ アイ3：1)

リー ハイ のよ うに， 自分 がい わゆる 「銀難 を した荒野 」

の 中にい るこ とに気 づ く人 がい るか もしれ ませ ん。 す なわ

ち自分 にはどうす るこ ともで きない状 況 に よって， 愛 する

人々 か ら孤 立 して しま って い る人 々です。 その よ うな人 々

は， どんな に安 らぎを求 めて も得 られ る もの は絶望 感 しか

な いこ とが 多いので す。

聖徒の 道/1988年8月 号

しか しその ような経 験で も， 私 たちが成長 してい くうえ

で大 きな力 とな るこ とが あるの です。 マー ビン ・J・ アシ

ュ トン長老 は この よう に言 って います。「偉大 さとい うもの

は，一 見 まった く不公平 で不条 理 な，不 当 な人生 の出来事

に直面 したと き， その人が どの ような反応 を示 すか によっ

て一番 よく知 る ことがで きるみで す。」(『も し汝 よく これ を

耐 え忍 ば ば』 「聖徒 の道」1985年1月 号，p.23)

リーハイのように正しいスター トを切る

リーハイはエルサレムにおいて， 自分 と家族のために快

適 な生活を築いてきていました。 しかし主のみ声を聞いて，

彼 の心 と霊 は平安 と喜びに満たされたのです。 イエス ・キ
あがな

リス トの願いによりもたらされる愛に思いを向けて得 られ

る喜びと希望に比べれば，この世 の富は取るに足らないも

ので した。彼の霊 にとって，その愛は甘 い果実 に匹敵する

ものでした。

もし人が良いスター トを切 り， その状態で進んで行けば

当然結果 は良いはずです。同様 に，良くないスター トを切

り，その状態を持続 していけば当然結果 は思わしくないも

のになるでしょう。 リーハイは正 しい良いスター トを切 り

ました。彼 は主イエス ・キリス トヘの信仰を実践し，偽善

を行 なうことなく真心から罪を悔 い改めました。悔い改め
ゆる

る ことに よって彼 は赦 しを得，聖 霊 を伴侶 とす ることがで

き たの です。 この ように正 しい生 活 を して きた リーハ イは，

当然の ことなが ら 「銀難 を した荒 野」 のた めに備 え られ て

い ったはずです。

リーハイは信仰を持ち，常に感謝することを忘れなかった

リーハイの荒野への旅は，主を信 ずる信仰の実践で した。

聖典 にはこう記されています。「父は自分の家と相続 した土

地 と，所有の金銀および貴重品をあとにのこして， ただ妻

子 と食糧 と天幕のほかに何 ももたずに荒野へ旅立 った。」

(1二 一ファイ2：4)

共 に3日 間荒野の旅を続けた彼 らは，ついにある川岸の

谷にやって来てそこに天幕 を張 りました。聖典にはこうあ
ささげ もの

ります。 リーハ イは 「石 で一 つの祭壇 を築 き，主 に捧 物 を

捧 げてわれ らの神 であ る主 に感謝 を した。」(1二 一 ファイ

2：7)荒 野 にいた間， リーハ イは常 に主 を思 い起 こし，

戒 めを守 る ように努 め ま した。 どの ような立場，状況 に置

か れよ うと リーハ イはみ ずか らへ りくだって神 を礼拝 し，

主 の慈 悲 と祝福 に感謝 しま した。 リーハ イ を愚 かな ことを
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す る老 人 と思 った人 もいた こ とで し ょう。それで も彼 は「神

は，神 を愛す る者 たち(に)… …万事 を益 とな るよう にし

て下 さる ことを」(ロ ー マ8

た のです。

：28)知って天父を信頼 し続け

家族のための神の計画を示現で見たリーハイ

リーハイは正 しいスター トを切 り，感謝の心で神への信

仰 を実践 したにもかかわ らず，悩みから解放 されることは

あ りませんでした。彼が感謝 の捧物 を捧げていたときでさ
ふけ

え， レーマ ンと レ ミュエル は父親 を 「幻 に耽 るひ と」 と非

難 し，次 の ような不平 を もらしたので す。「今度 も自分 た ち

をエルサ レムの地 か らつれ出 し， 自分 た ちの相 続 の土 地 も

所有 の金 銀 も貴 重品 もみ なあ とにの こして きた。 これで は

自分 た ちが荒 野の 中で死 んで しまう……。 この たびの こと

も心 に浮 んだつ まらぬ空想 のた めに した のだ……。」(1二

一 ファイ2111)エ ル サ レムの ユダヤ人 の ように， レーマ

ンとレ ミュエル は 自分 の父親 の言葉 を拒 んだの です。
そな

リーハイとて石で作られた像 ではなく，感情を具 えた人

間でした。したがって，彼 にとっても家族の愛や支 えは欠

かすことのできない大切なものでした。仲間の者 には雄々

しく対抗 した彼 も，上のふたりの、害、子の反逆にはほとほと

困り果て胸を痛めたに違 いありません。

大変な努力の末に， リーハイは長男の疑惑 を鎮 め，二一
しんちゆう

ファイやサームと共 に真 鍮版 を取 りにエルサ レムに戻 る

よう説得 しました。その、冑、子たちの帰 りが遅 くなると，今

度は彼らを死んだものと思い込んだ妻のサライアが リーハ

イを愚かな老人であると責めたて，不平を言い始めたので
つ

す。「あなたは私 たちを先祖から受け嗣いだ土地からつれ出

してきたので息子たちは死んで しまった。私 たちも荒野で

死んで しまう。」(1二 一ファイ5：2)

信頼 している伴侶 が不漕や誤解 によって離れていってし
つ ら

ま うことほ ど辛 いこ とはあ りませ ん。 リーハ イは妻 子 を愛

してい ました し，彼 らに も自分 と同 じように神 のみ こ ころ

を知 って ほ しい と願 って いま した。彼 にとって息子 たち の

反逆 は見 るに忍 びない もの だ った で しょう。 しか し妻 の 口

か ら同 じよ うな不安 や非難 の言葉 を聞 いた リーハ イの心 は

それ以上 に痛 ん だに違 いあ りませ ん。 その ような状況 の 中

で は，とかく 自分 に対 して，ひいて は神 に まで疑 い を抱 いて

しまい，不 安 な どで憂 うつ になる ものです。 この ような苦

痛 の中で， リーハイ は容易 に神 に背 を向け るこ ともで きた

はずです。 しか し彼 はその ような ことは しませ んで した。
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む しろ彼 は信 仰 と信頼 とを もって主 に従 ったのです。 その

後，彼 はいわ ゆる 「リーハイ の夢 」 を見 ， その示現 の中で

リーハ イは子供 た ちにも 自由意志 が あ ることを教 え られ る

のです。 そ して， 子供 た ちが， 父 や神 に背 いて主 のみ たま

を失 うこ とも神 を信 頼 して福音 の貴 い実 を味 わ うこ とも自

由で， その選 択 はすべ て彼 らに任 されて いる ことを知 るの

です。

しか しそれ がわ かった とこ ろで リーハ イの心痛 が収 まる

わ けでは あ りませ んで した。 とはい え，彼 は少 な くと も罪

悪感 か らは解放 され，神 がすべて の子供 た ちの生 活 に関心

を向 けて くだ さる偉大 な お方 で ある ことは確 信 で きたはず

で す。

リーハ イの経験 か ら，慈悲 深 い神 の み手 にあ って は試 し

も苦 痛 も，私 たちを昇栄 にふ さわ しく備 えて くれ る大切 な

手段 にな り得 る ことが わか ります。 みずか らの信 仰 を試 さ

れた ジ ョン ・テイ ラーは，予言者 ジ ョセ フ ・ス ミスの次 の

言葉 を紹介 してい ます。「神 はあ なた を試 され る。あな たを

捕 えて， まさに心 の糸 を引 き しぼ り， も しあな たがそれ に

耐 え られな ければ，神 の 日の光 栄 の王 国 を受 け継 ぐにふさ

わ し くな い者 と見 な され るので ある。」(「メル ケゼ デク神権

定員会 用個 人学 習 ガイ ド1981」p.151)

最 近 で は， マー ビン ・」 ・アシ ュ トン長 老 が，私 たちの

なす ことすべて に神 のみ手 が置 かれて いる ことを次 のよ う

に語 って い ます。 「憂 い，悲 しみ，悲観 に遭遇 して も， 『な

ぜ あな たに この試練 が臨 んだ かわか るか』 と神 に尋 ね られ

た ときに， 『私 はわ か りませ ん。 しか し主 は ご存 じです』と

答 え られ る とした ら，何 と心 が休 まる ことで しょう。

確 かに， 平安 は恐 れ とは反対 の ものです。平安 は神 を信

頼 す る人 に与 え られ る祝福 で あ り，各 自の正 しい生活 によ

って確立 され る もの です。」(「聖徒 の道」1986年1月 号，p.

66)

努 力 し続 けた リーパイ

上質 の鋼 を作 るの に加 熱 と冷却 を繰 り返 す ように，神 の

娘， 息子 たちに も火 の中 を くぐ り抜 け，銀難 とい う水 につ

け られ る経験 が必要 なの です。約束 の地 を受 け継 ぐと言 わ

れ た リーハ イの人生 は，反対 に争 い と悲 しみ，苦痛 の人 生

で した。

二一 フ ァイが 弓を折 り，数 日間食べ物 が なくな って しま

った とき，飢 えを恐 れ た レー マ ンや レ ミュエル， イ シメル

の、冒、子 たち は彼 に腹 を立 て ま した。 リーハ イ もこの ときば





か りは主に不平をもらしてしまいました。不満だらけの子

供たち，疲労感，老齢，いつ終わるとも知れないさすらい

の旅，飢えへの恐怖が彼の心 に重 くの しかかってきたため

でしよう。

しかし主は リーハイのつぶやきに答えられたのです。聖
み

典 には次のようにあ ります。「主の御声が父(リ ーハイ)に

聞えて，父が前に主 に向って不平の言葉をもぢしたのをき

びしくこらしめたもうたので父 は悲 しみの底 に沈 んだ。」
とが

(1二 一 フ ァイ16：25)主 に替 め られ たあ と， リーハ ィ は.

悔 い改 め，神 に感謝 を捧 げ ました。 そ して信 仰 を持 ち全 力

を尽 く して進 ん でい きま した。

バ ウンテ フル に少 しの 間 とどま って 毎 ら，」リーハ イの家 、

族 は船 に乗 って海 を渡 りま した。 その船 の中 で も， リーハ

イは子供 たちの行動 に心 を痛 めなけれ ばな りませんで した。

レー マン， レ ミュエル そ して イシメルの 息子 たち とその妻

た ちは 「心 が浮れ」(1二 一 フ ァイ18：9)， 粗 暴 にな り始

めたので す。 そ して彼 らはい さめよ うとす る二一 ファイを

縛 りあ げま した。 その後 大 きな嵐 が起 こ り，船 が沈 み かけ

ま した。1

リーハイとサライアは 「年 もすでにと㌦ そ、璽子供 らの
ため に大 そ う悲 しい 目に逢 ったので とう と、う病 の床 に倒 れ

1た
。

まこ とに・』…9深 い憂 い と大 きな悲 しみ と，(レ ー マ ン，レ

、ミュエル)の 勲 行慶 磯 鵜1ほ とんどζの世 酷 っ
・てかれらの神 と顔を合 わ掌布ばか2

，となっ惣 き弓彰に・一
しうがあたまはまさに低 く垂れて塵の幕 に・』いな悲 レくも

1大海の墓 に葬 られようξ芽るにさネ至 った」の罐ずβ(1;
一フアイ18：17ず18参 照)』1

、

だれもが 「心安 らぐ日」を待 ち望 んでいます。また私 た

ちには主が 「最終的に幸福」.を約束 》てくださってい、るど

いう確信があります。、しかレ そのような幸福が必ずしもこ

の世で達成されると.は限らないのです。そうだとしたら私

充 ちに求められることは，試練が終わるのを忍耐強 く待 つ

ことではないでしょうか。・

そうすれば魂が鍛 孝られ，私 たちは神 の赦 しを経験す為、

よう
、になり・みたま嘱 め壕 瞳 れる師 、騰 購 廓

』おもしろいこ醜 秘 ちを験 矧 穿購 瀦 、するもの，が反解 稗 ち榊 噸 づ塵 讐
i磯 倉鯵 吻 でず・ゴご使徒バウ

ロの生涯は導害霧試緯璽連続セレ準魁 彼はこ
、湾・1.

宣言 しています。1Fだれ が，』ギ リヌ ドの愛 が らわ だ したち を1
r

離 れ さぜ る'のか。二患 難 か，・苦悩 斌 』'迫害 が，㌧飢 えがダ・標 斌1

危 難 か， 剣 か。 ……

わ た したちを愛 して下 さった かた によって， わた したち

は， これ らすべて の事 において勝 ち得 て余 りが ある。

わ た しは確 信 す る。 死 も生 も，天使 も支 配者 も，現 在 の

もの も将 来 のもの も， 力 ある もの も， 高 い もの も深 いもの

も， ぞの他 どんな被造物 も1わ た した ちの主 キ リス ト ・イ

エ スにお ける神 の愛 か ら， わた したち を引 き離 す ことはで

きないので ある。」(ロ ー マ8：35-39)

リー ハイ も また平安 を見 いだ しま した。 荒野で の苦 しみ

を経験 レ，約束 の地 に着 いてか ら死 を迎 える までのわ ずか

の間に，彼 はこう記 してい ます。「主 は私 を地獄 か ら照 いた
み

もうた。私 は主 の栄光 を見 ていつ まで もその慈愛 の御 腕 に

抱 かれ て いる。」(II二 一 フ ァイ1115)

「銀 難 を した荒野 」はそれ な りに良 い結果 を もた らしま し

た。 これ は良 いス ター トを切 り， その状 態 を維 持 して いく

人々 に も約 束 されて い ます。 リーハ イの魂 は清 め られ ま し

た。試練 や苦痛 に耐 えた彼 は，主 が約 束 して くださ った報

い を受 け るの にふ さわ しく備 え られ たので す。

1り ←《 イ ど同 じよ11うに窮私 の友 天 もつ し藁に彼 の1「荒 野」

に別 れ を告 げる ことがで きま した。子供 たちは両親 の信 頼 ・..，
なら

に応 えて戻 り，努 め てキ リス トに倣 った生活 を してい ます♂

こ こまで来 るには決 して楽 な道 ばか りで はあ りませ んで し

たが，彼 らはそれ ぞれ の苦 悩 に立 派 に耐 えたのです。

，もちろん， 常 に私 たちの思 レ，】どお りの結 果 が得 られ ると

は限 り、ません。、事実 ， リーハ イの上 のふた りの息子 は どう

して も父 の思 いや徳 を認 め よう とは・し ませ んで した。 しか ・

しそ燕 も蛎 リーハイや サ ライ ア， 二 一フ ァイ， ヤ コブ， ヨ

セフが神 の愛 にあずか る妨 げ には な りませ んで した。

鯉鼠1昇 栄 どいうものは，私たちが 「恐れおりのいて自1
ド分 の救の達成 に努め」るときに(緊 マピ孝鷲12〉 個々に与

、ご
えられるものなのです。

燭 嘩 つただ中にいる人々にと鵡1齢 講 駄 、ぎ
な慰 め となるこ とで しょ う。

主われに、たよるものの霊

、敵の手 に1ま渡 し得 ず 、

鋤 諦 蜘 単 る紬

聯 雛寛暴響慧㌘ 話
(『主のみ言葉 ぼ』賛美歌勺6番)1□
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神
殿で行なわれる儀式は，あまりにも

神聖なために神殿内でしか話せない

ことになっています。そのため，教師や友

人たちの中にはこれから神殿の儀式を受 け

ようとしている人々に，何 をどう話 した ら

よいか迷 ってしまう人がいるようです。

参入の準備をしている人々は，まず儀式

や神殿での教えを参入 したその 日にすべて

理解することはむずかしいということを認

識 し，信仰をもって神殿での経験に臨むこ

とが大切です。皆さんにとって初 めての神

殿参入 は，絶えず霊を訓練 し，啓発 し続 け

てくれる人生の第一歩を踏み出すことにほ

かなりません。

十二使徒評議員会 のジョン ・A・ ウイッ

ツ ォー長 老(1921-1952)は ， 神 殿 では 「バ プ テスマ，神

権 の聖任 ，結婚 ，生者 と死者 のため の この世 か ら永遠 にわ

たる結 び固 め， 生者 と死 者 のエ ンダウメ ン ト，福 音 の釈 き

明か し， 導 き と教 えを施 す働 き に関 する会 議 な ど」 が行 な

われる と述べ てい ます。

また神 殿 は 「神権 にかかわ る導 き，平 和， 誓約 ，祝福 ，

啓示 を受 け る場所 」 であ り 「実 に教会 の信 仰深 い会員 はみ

な神殿 に行 き， その特権 を享受 す るよ うにす すめ られ て い

る」とも述 べて います。(『神 殿 を仰 ぎ見て』「聖徒 の道 」1968

年6月 号 ，p，111)

エンダウメントとは何か

バプテスマのあとに私たあは聖霊の賜 を受けます。 しか

し神殿で受 けるエンダウメン トはそれ以上の ものです。エ

ンダウメン トは，清 い徳のある生活をし，利己的な思いを

捨てて神の王国建設 のために同胞 に仕えることを御父に約

束する私たちと， この世 にあっては見守 りと祝福 を，また

永遠にわたっては大 いなる祝福 と栄光 を約束 してくださる

御父との一連の契約 なのです。

ブリガム・ヤング大管長はこう言っています。「定義を簡

潔に申しあげよう。 あなたにとってエ ンダウメントとは，

主の宮居においてあなたがこの世を去ったのち，番人とし

て立っている天使たちの前を通 り過 ぎ……昇栄を得 られる

ようにするに必要なすべての儀式を受ける

ことである。」(「ブリガム ・ヤング説教集」

P.416)

この儀式 を通 して，ふさわしい聖徒 は「高

き所」から世 の悪 に対抗する力を授か りま

す。聖徒はこの中で，地球 の創造に関する

教 えを受け，アダムとイヴの堕落にっいて，

また彼 らがエデンの園から追放 されたこと

について学びます。さらに救いの計画や背

教，福音の回復な どについて教 えを受 けま

す。その教え方や神殿 内で学ぶ事柄 はみな

独特のもので，生涯定期的 に神殿 に入って

礼拝 し，学び続ける価値のあるものです。
「神殿の儀式は天父の知恵に基づいて計

画されたものであり，生活の導 き手，守 り

手 として私 た ちが神 とキ リス トの住 み た もう 日の光 栄 の王

国 で昇 栄 にあず かる ことがで きる よう， この末 日に明 らか

に して くだ さった もので あ る。」(ハ ロル ド ・B・ リー 「実

りあ る生活 へ め決 断」p，14)

バ プ テスマが私 た ちの救 いに欠 かせ な い大切 な儀式 で あ

る ように， エ ンダ ウメ ン トも私 た ちの昇 栄 に欠 か す ことが

で き ませ ん。 エ ンダ ウメ ン トは，永遠 の結婚 の結 び固 めの

儀 式 に入 る前 に個 人個 人 が受 けなけれ ばな らない大切 な も

の です。

エンダウメントを受けるにふさわしくなる

福音の儀式にあずかれるかどうかは，私たちがそれにふ

さわしい生活をしているかどうかということによって決 ま

ってくるのです。神殿の儀式の場合は特にそうです。「十分

な準備ができず，思いと心がエンダウメン トの祝福 を受 け

るに、言・さわしくない状態のときは，真理の光 が輝 くばか り

に光 を放 つ主の宮居 に入ることをみあわせた方がよい。な

ぜなら，光は人によっては祝福にも責め苦にもな り得 るか

らである。」(ジ ョン・K・エ ドマンズ 「神殿の扉を通 って」

P.77)

神殿 に入るにふさわしいかどうかは，以下の標準 を守っ

ているかどうかによって判断され ます。

道徳的に清 い。
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予言者を，あらゆる神権の鍵 を行使する

権能を備 えた地上で唯一の人として支持 し

ている。

教会の標準 に添った生活をしている。

未解決の罪などがない。

正直である。

活発 な会員であり，周囲からよい評価を

受けている。

完全 に什分の一を収 めている。

家族 と信頼ある良い関係 を築いている。

地元の教会指導者や教会幹部を支持 して

いる。

知恵の言葉 を守っている。

背教団体などに加入 していない。

監督 や支部長， またステーキ部長会や伝

道部長会の一員との神殿推薦状を受 けるための面接 で，私

たちは以上述べたような標準に従 っているかどうかを尋ね

られます。神権指導者に自分 自身がふさわしいことを証明

できた人は，神殿の入 り口で提示するための神殿推薦状 を

受けます。その推薦状 に自署 することは，神殿参入にふさ

わしいことを自分で認めることにな ります。

監督 や支部長は，神殿参入にあたってほかに守らなけれ

ばならない事柄 について，皆さんのどんな疑問 にも答えて

くれるはずです。ではそれをいくつか見てみましょう。

若人は，伝道や結婚 に先立って個人のエ ンダウメントを

受けることができる。

男性 はメルケゼデク神権 を持 っていなければならない。

分別 ある独身女性 は，神殿結婚 に先立 って， あるいは霊

的な面で準備ができていると監督が判断した場合 に，個人

のエンダウメン トを受けることができる。

教会員でない人と結婚 している人， またはエンダウメン

トを受けていない人と結婚 している人 は，伴侶の同意があ

れば神殿推薦状を申請することができる。

改宗者 は，神殿参入の資格を得 るまで1年 間待 たなけれ

ばならない。

特別な許可がある場合 を除いて，神殿外 で結婚 した夫婦

はエンダウメントや結び固めを受けるまで1年 間待たなけ

ればならない。

初めての神殿参入にあたって

初めて神殿 に入る日に，あわてて参入す

るようでは何がが欠けているとしか言えま

せん。自分 自身のエンダウメン トはたった

一度 だけですから，十分に余裕を持 って，

すべての経験を思 い出深いすばらしいもの

にすることが望 ましいと言えます。推薦状

や神殿着が整 っているかどうか確 かめるだ

けでなく，聖 きみたまの導 きを受けて，こ

れから経験 しようとしていることへの理解

を深めるためにも，神殿 に早 目に着いて，
めいそう

ゆっくり瞑想にふけるだけのゆとりを持て

るようにすべきです。 また初めての参入者

にとっては，神殿職員がそばについて何か

と手を貸 してくれることを知っておくこと

も心強 い ことです。

神聖な象徴と神殿での礼拝

歴史を通 じ，人々は自分 たちの学ぶ真理を一様に象徴 を

用いて表わ してきました。神殿でのエンダウメン トがどれ

だけ理解できるかは，象徴をどれだけよく理解 しているか

にかかってきます。象徴 は物事 を表現する実 に端的な手段

ですが，神殿で用いられる象徴 にどれだけの意味があるか

を理解するには長年にわたって神殿で礼拝 を続けることが

必要 になってきます。 ただし直接儀式には触れなくとも，

神殿で用いられている象徴の性質 を吟味することはできま

す。たとえば，十二使徒評議員会のボイ ド・K・ パッカー

長老 は 「聖 き宮居」 という本の中で， このように言ってい

ます。
「神殿で儀式のために働 く時には，白い衣服 を着ます。白

い服は，汚れのないこと，神殿に入るにふさわしいこと，

清いことの象徴です。……

一度神殿の儀式を受けると，それ以後 はガーメン トと呼

ばれる特別 な下着 を身につけるようにな ります。……

ガーメン トは，神聖な誓約を受 けたしるしです。 また，

ガーメントを着 る者に慎 みを教 え，盾 となり守 りとな りま

す。

神殿 自体 ひとつの象徴となっています。夜，全景 を照明

聖 徒 の 道./1988年8月 号 15



で彩 られた神殿 を見たことのある方はおわ

かりでしょうが，何 という心打つ光景でし

ょうか。光を浴 びて闇の中にそびえ立つ主

の家は，霊の暗やみに沈んでいくこの世 に

立てられたイエス ・キ リス トの福音の力と

霊感の象徴 となっています。

神殿 を照 らすその明かりは別 の明か り，

すなわ ち霊的光明の象徴 でもあ ります。
一学んでいく過程で

，私たちがどれだけ

霊的光 明を取 り入れていけるかは，私たち

にどれだけそれを受け入れる態勢ができて

いるかによるのです。」(ボ イ ド・K・ パッ

カー 「聖 き宮居」pp。16，19)

永遠の象徴 ということに簡潔に触れてみ

ましたが， これ らは主とその僕たちがこれ

まで王国の奥義 と永遠性について語 る際に用いてこられた

象徴のほんの一部 にすぎません。神殿の儀式に象徴 されて

いる真理 は，皆さんが神殿の中で瞑想 し，教 わった事柄の

永遠性 をみたまの力によって知 るよう努めるときに一層明

らかになるのです。神殿の中で用いられる象徴 を理解 しよ

うとする姿勢は，神殿における礼拝の初歩であることを心

に留めておかなければなりません。私たちが交わす神聖 な

約束は， 日常生活のあらゆる面で守 り，従 うべきものです。

主の宮居 に参入できることは特権 です。エンダウメント

を受ける必要性を十分に理解するときに，私たちのこの世

での生活は目的ある意義深 いものとなります。 自分 自身の

エンダウメン トを受 けた後 は，バプテスマや確認，エンダ

ウメント，結び固めなどの永遠の儀式を受けずに亡 くなっ

た義人の身代わりとなって何度でも神殿 に入ることができ

ます。 ほかの人の身代わ りとなって喜びを得ることは， す

なわち「キリス トの満 ちみちた徳の高さにまで至る」(エ ペ

ソ4：13)こ とであ り，1987年4月 の総大会 でボイ ド・K・

パ ッカー長老が言 っているように 「自分 ではできない人々

のために，神殿で身代 わりの儀式を行 なうのは，ク リスチ

ャンらしい行為 なのではないで しょうか。」

自分 自身のエンダウメントのために神殿 に入 り， その後

他の人々の身代 わりとなって参入 し，生涯霊の学習 を続け

ていくことは，この世 に来た私 たちの大切な使命であ り，

また聖徒 を整え，福音を宣べ伝 え，死者を

瞭 うという教会の使命のひとつでもあるの

です。

神殿について子供たちに教える

神殿に対するあなた自身の態度が，子供

たちを神殿参入 に備えさせるうえで，すば

らしい教材とな ります。神殿のエンダウメ

ン トからもたらされる祝福に深い感謝の念

をもって接 している親 を見ていれば，子供

たち自身も生活の中にそうした祝福 を待ち

望 むようになるで しょう。

子供たちにはいろいろな方法で神殿の大

切さを教 えることができます。部屋の壁に

神殿の絵や写真をかけておくのもそのひと

つです。また家庭の夕べを利用 して，神殿で行なわれる儀

式について話 してあげることもできます。家族の祈 りや父

親の祝福 の中で，霊感 を受けて神殿の大切 さについて触れ

ることもできるでしょう。神殿参入の標準 について話すこ

とにより，(バプテスマの準備 をしている子供 たちとは特 に

そうですが)就 学前の子供であっても規律 ある生活や慎み

ある服装，永遠 の家族などの原則を分 かち合 うことができ

ます。

このような環境で育っていく子供 たちは，神殿 に対 して

大いに敬意 を払うようにな ります。皆さんが定期的に神殿

に参入 し， そこに霊的強さを見いだす姿 を見ている子供た

ちはなおさらの ことです。

家庭 の夕べの ときや，エンダウメン トを受ける準備をし

ている娘，息子たちと一緒に勉強をするときには，よく祈 っ

た後 に話 し合 いをすれば，家庭の中での話はそれで十分で

す。あ とはすべて神殿の中で話すようにするのがよいでし

ょう。

子供たちに，エンダウメン トと定期的に神殿 に参入でき

ることの祝福 を理解 させることによって，皆さんの霊性 は

高められます。皆さんはエノクの父親のように，彼 らに「神

の道 をことごとく」(モ ーセ6：21)教 えることになるので

す。□
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家庭訪問メッセージ

愛は，いらだたない
(1コ1ン1)ノ トー13：4-5)

目的 怒 り†り争刀を避 ける。

裟蜷鐵蜷裟選襲蟻蟹蜷蹴選襲蝶襲蟻蟹選襲蝶

夫
が朝早くから神権指導者会 に出かけたために，メア

リーはひとりで子供たちを教会に連れていかなけれ

ばならず，その仕度におおわ らわで した。赤ちゃんがむず

かり， リベカは自分 の靴 を片方見つけることができず，4

歳のデビッ ドは着替えたばか りの服の上 に食べ物 をこぽし

てしまうという大変 な有様で した。メア リーは， どこから

手をつけていいのかわからず，その 日は教会を休 みたいと

さえ思いました。結局遅れて教会 に着 きましたが， リベカ

とデビッドには腹を立てたままで，とても敬塵な気持ちに

なるどころの話ではありませんでした。

私たちも，このようにいらいらしたり，我慢できないと

感じたりすることがあります。 しか し，怒 りにまかせて，

そのような気持ちを表に出してしまうと，みたまを遠ざけ

て しまうことになります。私 たちは，キ リス トのみもとに

行き，自分を全 き者にしようと努力するときに，「何が正 し

いのか?」 ではなく，「イエ界が自分 に望んでおられるのは

何 か?」 と考 えなければな りません。

イエスは人々からひどい扱いを受 けても，それに耐 え(1
ゆる

二一フ ァイ19：9参 照)， 自分 を十 字架 につ けた人々 の赦 し

を願 われ ました。(ル カ23：34参 照)私 た ちはそれ ほど大 き

な迫害 を受 ける ことはあ りませ ん。 しか し，小 さな こ とで

「い らだつ」場合 が よくあ ります
。無礼 な態度 や不 従順，

また長 く待 た された り， 人 と意見 が合 わな いと き， ある い

は落胆 した り物事 が思 う ように運 ば ない ときな ど， い らだ

ちの原 因は様 々 です。疲 れて いた り，病気 だった り，忙 し

いときは，特 にい らいら しが ちです。

その よ うな と きに， まず初 め に感 じるのは怒 りか も しれ

ませ ん。 しか し 「容易 に怒 らず」に(モ ロナ イ7：45)， 愛

を もって仕 える道 を選 ぶ こと もで きます。 さ らに片方 の ほ

おを向 けて(マ タイ5：38-39参 照)， 忍耐 と親 切 な心 で仕

える こと もで き ます。 そ うで す， 私 た ちは努 力す る ことに

よって，怒 りや不寛容 な思 いを しずめ ることがで きるの で

す。 口か ら言葉 を出す前 に，深呼 吸 を して，少 し考 えて み

る とよい場合 もあ ります。「この ような と き，イエ スな らど

うな さるだ ろうか」 と自問す る くせ をつ けてお くと助 けに
いや

なります。祈 りと悔 い改めも私たちの霊 を癒 し，心に愛を

満たして くれます。

私たちは争 いを避 け，怒 りをしずめることによって，自

分 以外の人を悪に染めないようにすることができます。そ

して， さらにイエスに似た者となれるのです。イエスはご

自身を犠牲にすることにより，そのみもとに来て，模範 に

従うすべての人々が永遠の生命にあずかれるようにしてく

ださったのです。□

訪問教師への提案

1.マ タ イ18：15，21-22を 読 み， 人 に傷 つけ られ た場合

の対応 の仕 方 に関 するイエ スの教 えに ついて話 し合 う。

2.私 た ちを いらだたせ る原因 とな る もの について考 えて

もらう。 愛 を もって こた える には，.ど う した らよいか

につ いて話 し合 う。(「家庭 の夕ベ アイ デア集 」pp.36-

40，54-57，87，108-111，116-19，149-151，180 ，187-

88，194-95，251-63，267-69参 照)

18 ●9月 の家庭訪問メッセージ●愛は，恨みをいだかない

目的 ：絶えず徳をもって思いを飾る。
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ら

を

の

ま

付

さ

そ

い

寄

渡

た

て

の

手

れ

し

額

が

か

与

多

金

開

授

る

賞

た

、
り

彼

感

ｄ

に

を

よ

の

し

ば

。
霊

す

式

金

に

も

う

す

す

に

ま

公

賞

者

上

こ

の

ま

々

い

，

に

金

以

「
。

ら

き

人

て

は

者

献

ル

す

彼

で

て

つ

老

賞

の

ド

ま

は

が

し

願

長

受

名

万

い

ち

と

通

う

．ン

，
匿

４

て

た

こ

を

よ

セ

で

る

，

の

兄

ツ

ピ

教

’え

４５

一

元

の

住

ル

イ

家

殉

越

時

イ

ニ

」

在

一

ド

画

の

を

４

テ

の

ず

ン

ニ

は

の

者

件

前

シ

妹

え

ト

・

位

住

．
言

事

午

ク

姉

見

ル

Ｌ

２

在

予

「

，

一

一

は

ド

・

，

ト

で

た

日

レ

ガ

者

勢

劇

ル

．叩

い

曜

ト

ン

る

む

洲
隔
羅

欝

甥

繋

糊
灘

黎

口

行

↓
乃

品

麟

胴

妙
．け

詐

艶

描

礼

批

硬

細

オ

家

り

国

ゴ

定

年

は

ヤ
よ

受

そ

さ

ら

紹

一

む

の

用

す

れ

つ

ン

ま

さ

６

ヨ

り

示

た

シ

あ

展

え

ク

か

，

．

称

レ

つ

は

を

コ

く

の

績

の

い

る

むた

は

画

品

和

ラ

決

４４

位

シ

に

が

に

与

取

に

の

え

私

る

品

る

一

会

あ

り

し

位

の

作

共

ド

の

１８

３

の

法

品

か

授

い

こ

品

加

，

知

作

れ

ラ

示

。

よ

ま

１

学

の

邦

・

で

：

上

住

画

作

ほ

が

買

こ

作

独

弟

連

ノ

ま

て

分

在

的

各

た

賞

に

展

す

に

れ

け

て

を

教

く

㈲

）

の

在

像

３

際

∴ヨ

ξ

寡

・
窮

」

・

易

万
由

綴
灘
螺

左

較

右

州アジ一ヨαズン

）

キ

住

［

臨．

灘諜

馨

耀

櫓

擁

螺
難

照

・

ら

家

ヨ

ル

ラ

つ

は

聖

品

い

会

一

つ

画

，
イ

の

よ

の

日

作

て

会

イ

う

人

と

タ

人

に

も

末

，

っ

員

デ

こ

糊

め

躯

煉

蹄

樋

㏄

畝

給

淀

即

棚

灘
講

ま

の

一

で

テ

て

確

徒

を

ま

長

ン

噌

謳

．

難

ー

垂
難

な

キ
ら

暫

醤

籍

論

冊

．

．喜

耳

．
『

摩

轡

℃蓬

藝

・

．べ

幽
撫

轟

葭

璋

．鐸

罷
嚢

．
島

』
網ｒ耳

、

ゴ騰

戦懲
鱗

睦
－

憲

．

弊

．
鋳
鰭

・
題
・懸

講

．

厩

雛

．

、
腰

蕪

．

．

窄
毒
懸
懸

零
攣

輔
妻

羅

鞍

・

藁
、雛

、
ト

む

一

た

・
目

か

エ

に

ら

鋤
能

博

。
回

る

聖

か

を

司

り

現

て

す

た

な

聖

き

欝
　灘
灘
羅

誰

聾
蝋

、

櫨

轟

遜

顎

．
２２



ら

来

が

か

の

し

か

が

私

な

家

で

舎

母

に

い

の

の

田

は

年

て

中

た

た

私

７６

っ
築

き

れ

。
１９

い

改

て

離

た

，
り

や

っ

ど

し

は

く

と

や

。
ほ

ま

の

つ

こ

て

す

ロ

き

う

し

の

つ

で

キ

て

い

り

ん

思

の

９０

つ

と

ま

や

と

だ

や

。
あ

ち

う

ん

後

で

た

は

赤

ろ

込

午

車

し

私

は

だ

け

の

が

ま

と

母

る

駆

日

親

い

母

し

い

に

の

両

て

，
か

が

院

そ

の

れ

来

し

け

病

～

鼠

㌧

㍉

私

恐

以

。
助

し

て

す

，

少

つ

で

い

を

入

ら

思

と

に

か

を

こ

会

た

と

む

る

教

つ

こ

た

の

し

い

そ

ま

れ

し

き

は

と

を

母
獣
然

家

た
あ
唖

，

つ

に

に

寄

況

で

ち

状

ま

立

る

後

に

え

午

場

迎

の

現

を

日

築

孫

翌

建

る

る

の

く

く

ち

て

て

ル

む

り

た

れ

し

た

て

に

こ

そ

ひ

た

木

具

き

ま

に

敷

た

ま

ゆ

待

洗

ビ

に

産

入

ま

私

ま

院

し

着

手

と

，
み

つ

も

道

に

い

ド

が

ま

包

た

を

た

デ

庫

の

の

り

に

生

退

ま

を

を

。
に

ご

か

板

工

屋

て

ツ

ツ

。
に

つ

ん

れ

。
蔵

ん

つ

あ

，
が

し

着

ツ

た

と

は

な

ヤ

大

部

れ

べ

一

た

一

入

や

汚

た

冷

や

む

て

前る

き

私

と

事

ケ

し

こ

に

い

こ

も

一

さ

て

シ

し

バ

の

ち

。
し

が

ち

お

い

戻

驚

は

う

仕

バ

ま

た

場

て

ベ

キ

も

理

し

な

ま

カ

ト

赤

た

ま

食

赤

と

置

，
き

い

現

ち

。
ン

か

整

そ

い

い

い

ツ

が

し

い

昼

は

み

が

に

に

母

よ

は

家

景

。
し

母

手

て

驚

築

落

す

ぺ

も

と

。
れ

て

し

マ

ご

ま

て

の

に

包

袋

光

た

に

熊

つ

が

建

つ

で

も

何

ん

た

き

れ

新

た

か

い

え

め

関

た

な

乙７
き国

声

て

消

た

玄

っ

き

そ

け

も

の

，
入

大

。

受

物

ド

り

の

た

た

予

ろ

の

と

の

材

も

ち

し

は

か

真

れ

り

ち

濯

ツ

あ

着

つ

し

盟饗
一ナト

．

ツサダンリメ

ク

内

し

仕

り

一

は

を

な

な

ラ

ち

管

変

に

ク

た

配

大

と

州

私

や

に

ご

一

後

線

実

る

シ

の

配

。
れ

ネ

そ

気

す

ら

テ

。
電

で

縛

は

た

け

の

に

私

し

開

た

家

と

ま

を

し

ド

し

穴

に

間

ツ

入

に

と

時

ビ

購

部

こ

の

デ

を

一

す

ど

の

家

の

や

ん

夫

い

床

増

と

，
古

，
を

ほ

前

に

え

数

は

ど

ル

変

屋

ち

ほ

ビ

て

部

た

年

ス

ベ

，
私

す

し

，

な

や

れ

き

が

入

ば

に

ず

ら

大

板

の
．
ら

夜

く

寝

，
ヤ

釘

散

。
が

ば

ず

二

や

が

た

お

れ

り

べ

缶

具

し

の

け

足

や

の

道

で

上

な

は

材

キ

な

う

の

め

で

木

ン

々

よ

」

集

き

は

ぺ

様

の

バ

き

う

に

も

か

カ

か

ほ

間

に

ど

る

ド

を

も

居

屋

な

い

ツ

ず

除

。
部

ご

む
た

る

べ

４
を

お

で

し

ま

て

片

い

シ

装

な

事

ま

つ

木

な

な

供

週

新

そ

は

関

な

も

，

子

２

と

。
私

玄

も

屋

に

の

る

床

た

た

，
窓

部

ま

目

れ

か

し

い

く

は

の

ま

り

ま

に

ま

つ

な

に

ん

の

た

生

う

え

気

も

屋

や

そ

ふ

が

ど

終

産

房

部

ち

を

は

供

は

を

む

て

べ

く

掃

た

の

し

た

し

，
木

の

し

ど

は

し

に

が

間

し

活

も

の

床

で

ま

中

生

き

ん

た

様

れ

箱

い

築

で

と

さ

ま

有

ま

た

て

改

場

る

く

。
う

積

っ

つ

現

入

た

た

使

築

に

他

し

を

建

ド

の

で

ル

で

ツ

そ

ど

べ

，
ほ

ヤ

・

腹

。

お

た

私

の

の

し

，

私

ま

に

部

，

い

前

い

Ψ

避

謬

識

蹄
メ

嘱

審

ド

＝

「







版出で語言の　
も
１５そよおが誌刊月

ン

が

時

を

。

。

だ

あ

が

グ

ベ

り

，

の

し

コ

訳

た

訳

す

ん

く

の

任

ン

の

た

き

そ

ま

，

翻

っ

翻

で

せ

て

部

責

バ

そ

ふ

と

，

い

は

，
な

も

の

ま

え

訳

う

や

時

の

た

に

思

期

で

に

で

る

り

備

翻

い

ド

当

外

つ

め

と

時

げ

う

語

あ

あ

を

に

と

ン

，
会

が

た

い

た

か

よ

言

つ

が

者

年

る

イ

し

教

上

る

た

し

お

る

う

つ

の

訳

８０

す

，

か

，

仕

す

し

出

の

き

使

れ

も

翻

１９

訳

は

し

局

が

要

出

を

術

で

を

さ

う

の

。
翻

の

。

結

訳

を

し

示

技

に

字

服

い

く

う

に

う

す

，

翻

確

探

指

学

か

文

克

と

多

よ

語

い

で

ず

の

正

を

の

科

や

や

が

感

数

し

ル

と

語

ら

そ

も

員

立

の

速

号

題

霊

に

ま

ガ

語

言

お

。
で

会

鷲

の

現

ま

な

な

に

た

て

ベ

ガ

る

員

・

法

る

設

代

た

記

問

は

め

み

ン

ル

一

が

た

面

教

翻
糊
撫
翻
懸
　離
欝

て

で

部

を

べ

し

で

コ

は

た

教

ま

で

の

助

教

を

し

ま

幹

タ

比

合

え

し

主

し

に

れ

ユ

語

に

，
目

と

る

会

一

に

符

う

か

で

ま

任

ら

シ

ル

師

は

に

め

れ

教

ユ

前

と

る

し

こ

い

主

え

デ

ガ

教

任

稿

初

さ

ピ

以

期

す

む

ダ

ま

物

す

モ

８５

ヒ

り

人

で

ル

ー９

ウ

ま

の

の

モ

よ

　
　
　

龍
驚
緊

鞍

懸

潔
　纐

力

・
す

賛

か

料

繍
製
繍
謙
欝
饗
蹴
難
灘

働
ひ
謙
輌
卦
ウ
矯
蘇
分
齢
凝
紛
燃
謀
轍
脈
勧

斑
鰯
創
離
漏
総
類
鰐
臨

榊
膿
謝
黎
黙
蕪
諜
瀦
識

は

ス

訳

頼

う

だ

か

に

年

デ

現

斜

，

に

間

強

翻

。

を

た

ら

つ

を

聖

妹

こ

の

い

』

ン

る

部

ス

ん

犠

，

で

え

の

サ

あ

訳

ビ

し

の

り

の

終

供

の

で

翻

イ

親

ト

な

た

を

子

ナ

語

，
デ

と

ス

に

つ

強

。

一

母

は

。

ち

り

う

な

勉

た

ガ

の

の

た

た

キ

よ

に

の

し

。

分

た

し

人

，

く

う

語

ま

・

な

の

け

た

翻

ン

わ

た

な

わ

も

ヵ
劉

糺
難

ン

歌

な

翻

の

賛

サ

美

ら

を

そ

の

む

ラ

，

カ

む

姉

る

分

な

子

た

た

ソ

業

モ

ン

た

た

と

ラ

バ

リ

ラ

粋

と

応

・

テ

仕

子

し

く

ト

れ

へ

願

晩

ス

い

自

ら

の

し

し

プ

事

ル

サ

し

し

る

ア

。
プ

ア

抜

こ

に

ン

ン

の

は

ま

強

ス

そ

ナ

の

る

ビ

が

。

な

神

ま

う

ン

大

モ

で

通

で

。

す

．
・

た

，

の

経

の

時

ソ

ア

そ

妹

い

に

リ

。

一

ろ

あ

イ

人

す

ば

は

し

こ

サ

た

て

部

を

の

ぞ

さ

る

与

ラ

ン

の

主

原

た

ル

し

が

こ

ン

年

プ

フ

が

姉

で

牲

キ

す

ガ

こ

デ

い

で

れ

し

訳

た

き

し

訳

目

も

む

る

と

グ

ム

兄

詮

柱

磁

楚

ま

動

め

ω

た

実

餐

は

と

仲

と

を

ま

ム

ン

ガ

ム

」

で

じ

デ

語

事

供

た

心

の

か

戻

い

っ

て

う

翻

に

る

う

い

し

こ

の

経

張

い

て

備

。
会

ン

見

と

け

準

た

教

モ

を

た

つ

て

し

。

ル

目

つ

を

つ

ま

す

モ

に

か

力

た

じ

で

た

さ

近

て

わ

感

の

し

ま

に

し

に

く

た

訳

は

無

訳

年

強

し

翻

事

皆

翻

長

と

訳

の

仕

が

つ

，
た

翻

妹

の

験

ず

は

き

に

姉

師

経

し

妹

が

語

ス

教

の

少

姉

時

テ

ビ

校

訳

を

ス

る

ン

イ

学

翻

の

ビ

か

ア

デ

の

な

も

イ

か

フ

・

こ

的

な

デ

り

を

ン

門

さ

・

取

．経

ソ

き

専

小

ン

に

ン

プ

と

。

磐

灘

鷺

驚

魏

無

鵜

縦

た
の
モ
神
…

と
長
出
…

で

麹
難
雛

欝

　熱

　　欝

轍

搬
縣

獅
締
　麟

懸

い

も

ポ

う

く

た

の

も

な

改

，

約

と

ま

初

ワ

ジ

語

け

音

に

話

族

．フ

は

，
を

。
語

テ

の

カ

が

ん

で

，
ま

し

た

れ

け

か

を

え

訳

ル

に

を

ま

翻

蕪
鰹

腺
嶽

纏
捌
霧

謄
綴
輪
傭
織
輪
饗

粥
纏
欝

蒸

．謙
歎
繍
獺
刎
諜
纈
郵
灘

耳

な

ブ

，

ス

そ

・

の

の

ロ

ゆ

教

努

で

ロ

一

コ

は

助

兄

フ

な

で

，
会

歌

は

た

モ

族

で

現

で

ま

，
す

ロ

証

影

が

待

こ

い

な

成

に

員

，
音

働

の

ん

ロ

よ
’
オ

た

ア

ロ

良

ら

ー

の

つ

イ

ス

弟

の

一

が

れ

し

教

美

員

っ

ル

家

一

は

ん

い

は

ま

と

た

材

と

ど

全

の

年

職

も

福

に

こ

・

神

ラ

ま

ク

・

最

は

ブ

『

の

。
た

一

涯

歌

ぺ

た

ア

す

き

リ

生

の

．

れ

ジ

で

て

・

て

そ

ム

わ

ア

語

け

ン

つ

。

コ

．歌

南

言

受

ヨ

と

願
轟

醗
雛

際

概
繍
㈲
爾

旋

↑

隷

引

敵

鷲

〃

朋

ど

ｈ

」
で

の

で
弟

こ

欝

鵡

の
族

殿
兄

．

厩
禦
蝿
蠣
　灘

の

民

の

り

そ

の

音

あ

て

語

福

で

テ

の

兄

一

カ

ロ

そ

席

，
賛

会

な

モ

ロ

イ

弟

住

て

弟

い

シ

長

ズ

カ

一

・

，

出

果

て

の

に

「

テ

兄

に

い

兄

て

　灘

羅
鵬
灘
轍

　・
む

り

た

れ

教

つ

れ

す

完

束

６５

く

．人

皆

心

を

つ

ら

の

も

そ

で

て

約

１９

働

る

も

熱

経

あ

じ

音

で

，
の

に

の

は

で

い

人

，
ン

が

感

．福

ま

や

い

葉

主

．会

門

て

る

と

モ

．き

て

た

る

い

な

言

う

貝

部

い

い

う

ル

導

え

れ

け

。
れ

が

い

定

の

働

て

そ

モ

の

越

さ

受

ん

し

己

と

徒

こ

で

い

ら

に
．

霊

り

訳

を

せ

も

と

Ｄ

使

。
部

働

た

で

聖

乗

翻

福

ま

か

語

１

二

た

本

で

も

ま

は

を

に

祝

れ

た

国

創

十

し

会

ス

に

在

醜

調

批
燕
蒙

腰

姦

現

あ

葉

フ

は

た

き

々

義

管

を

・

の

く

げ

２６



む

る

し

た

る

．
訳

ム

営

て

を

す

ン

す

リ

常

ズ

だ

い

と

き

い

翻

・

経

い

材

ま

ア

で

ヒ

日

一

う

て

例

て

て

を

ス

の

働

教

い

，

語

ワ

が

ロ

ど

」

の

け

れ

材

ン

社

に

の

て

は

母

ス

語

ブ

ら

え

つ

つ

わ

教

オ

会

心

会

し

語

て

も

リ

ン

た

増

と

見

使

に

フ

の

熱

教

た

バ

つ

で

ピ

ア

し

「

ひ

で

で

語

ル

分

も

，
果

ル

と

中

．
ワ

に

に

に

の

部

ル

言

ア

自

て

は

に

シ

に

の

ス

後

う

際

そ

訳

［

の

。

，

し

て

派

ツ

ラ

ル

の

直

よ

実

翻

イ

っ

た

は

と

け

立

サ

一

そ

婚

う

ツ

イ

め

結

使

ル

マ

ザ

た

，

を

．

・

は

た

が

語

す

ス

代

い

ろ

バ

で

イ

時

で

こ

ル

の

ル

学

ん

と

シ

た

と

大

住

。

ツ

き

ラ

は

に

た

に

て

サ

ゆ

域

し

．う

け

ツ

た

地

ま

よ

掛

マ

ふ

る

い

の

ち

・

，
．
れ

て

前

持

ズ

し

わ

つ

以

と

一

か

使

な

た

か

ロ

し

の

に

ま

う

ブ

。
語

語

が

ろ

、

舐

灘

［

講
鍵

．

藝

、
饗
購

　

麹
醐

．
・田

ｒ
繭
ヨ

が

ザ

た

し

り

師

つ

を

の

，
ふ

ま

た

教

見

事

る

は

う

い

ふ

宣

を

仕

い

き

い

て

の

部

間

う

て

と

と

し

ダ

キ

時

い

げ

の

語

と

ン

一

だ

と

あ

ご

バ

要

・
ア

テ

ま

る

が

。

ル

必

ム

ス

も

す

弟

す

シ

を

・

た

で

訳

。
兄

で

ツ

材

イ

ま

れ

翻

す

プ

と

と

人

グ

，

そ

に

で

ツ

こ

語

の

マ

く

，

語

と

ヨ

の

ラ

め

と

し

が

ラ

こ

シ

員

ガ

た

ダ

忙

す

ガ

の

ビ

会

ン

る

ン

も

ま

ン

と

て

教

リ

す

ア

に

い

リ

れ優てめ極味な少のり誤に常非は

に

て

部

そ

携

プ

こ

出

め

つ

訳

も

に

界

こ

が

た

さ

翻

と

動

世

，
材

の

だ

ろ

く

活

全

ば

教

部

く

こ

な

う

「

け

の

訳

て

と

少

い

九

い

会

翻

え

の

，

と

受

で

教

が

備

こ

で

る

を

ん

で

・王

を

。

々

す

認

進

語

，
者

ん

国

訳

承

が

言

は

訳

せ

の

翻

の

業

の

例

翻

ま

中

に

会

事

く

剛

癬
鱒

、。

矯魏驚

難
蹴

奮

眺

・

急
線

蜘

、

露

講げ

轟

、
繍
ー

縣

、翻

の
な
ぎ
界
語

長

の
多

．
」
管

の
さ
族

鱗

欧
妻

縫
帥

鷲

器

繋

器

．
囎
灘

饗

濃

纂

膝

で
濃

あ
地
あ
よ
業
で
。
い
れ
た
の
き
て
の

讐

斐

譲

諺

肪
萎

の
ン
大

　

た

ら

デ

と

す

の

９

つ

れ

な

ム

キ

ゥ

ユ

き

か

・

た

ひ

関

口

。
名

こ

に

ラ

霧
　　黙

籍
灘

徽

灘
　　　礫

羅
膿
鐸

詳
墓

の

た

ど

い

で

の

わ

ロ

数

版

ぺ

と

き

者

し

ら

プ

た

こ

使

の

に

例

に

人

４０

［

か

ル

分

人

い

、
，覇

醐
．

ロ
栃

齪
鵡

諸
鰍
剛

紛
轍

呂

劃
附

鶏

鶴
燗

この
躰

陣

肋

響転
嫌

旋

Ｋ
獅

護

階
卿
臨
詑
燦
め
叡南

勅
齢
棚
鵬
粥
瓜
糺
肋
ｕ
拙
”
辻

卜
都
傭
鞘
即
鰭

１９

教

し

る

い

し

が

９８

兄

「
。
最

く

見

す

り

フ

出

ン

の

る

る

訳

員

で

会

・

，
説

ま

め

あ

で

音

ー

ス

す

。

い

翻

会

門

る

多

を

で

か

ア

し

ガ

こ

い

　灘
灘
難
　灘

ひ
界
ま
躍

訪

誌

貿

辞

蔦

韻
鵬

鍔

讐

諭

讐

巨
、響

鱒

鐵
纈
灘
饗

簾
７♂

認

門

騨

，臨
蜘
、

灘

欄照
鰯

あ

臨

簸

ｐ難

獲

藤

氾
Ｍ
阿

、

臨

癒

．
姦

摩

囎
樋

ザ

織

一

轟

談
縛

憾

酬

３

、ぽ

巾

塗
丁翻繍







む

に

た

た

識

張

顔

し

し

意

つ

い

ま

ま

無

引

し

い

き

が

を

ら

言

て

け

手

い

と

し

だ

の

わ

」

返

供

私

ｄ

か

ぞ

み

子

は

か

む

う

笑

な

一

乙む
え
笑
麗
微て

、

つか向

か

で

へ

や

の

方

穏

な

の

た

情

堂

ち

表

拝

満

る

礼

に

せ

，

愛

出

て

。
に

つ

鏑

「

、っ

塀

苦

教

待

讐

雛

藁

謙

譲

徽
ｄ
・
た
達
・
ら

た

た

る

れ

庸

と

の

め

し

い

だ

表

る

る

カ

ま

て

の

た

な

ま

良

ね

来

会

し

に

始

会

の

会

て

尋

へ

督

惑

日

が

ｄ

吻

滑

し

に

う

，
少

ン

い

に

ろ

。
校

主

一

な

せ

教

日

集

だ

ほ

腰

い

教

だ

と

も

一

ぎ

協

た

が

、こ

むた

ク

し

の

ま

。
た

来

す

な

て

ま

あ

つ

い

が

や

て

子

へ

し

の

ろ

を

あ驚
乙

で

ｄ

い

に

日

だ

ま

の

「
．

ろ

・

漂

総

臓
難

惣

。

そ

カ

で

，

を

ま

て

れ

な

に

議

は

私

つ

が

。
こ

て

つ

き

し

そ

ん

的

思

。
間

，
ま

一

た

と

見

ず

行

を

が

そ

霊

不

た

週

り

始

ミ

し

の

を

で

て

話

供

て

ど

の

し

ー

な

が

イ

ま

私

顔

る

出

が

子

し

ほ

こ

ま

の

に

ス

エ

来

に

の

ま

に

人

な

う

れ

は

し

そ

日

ラ

ジ

で

う

［

｝。

轍繍
蠣

然
測騰

即
鵬

の

こ

誘

れ

で

ｄ

と

そ

て

て

忘

れ

い

ひ

を

つ

つ

，

そ

た

た

葉

ま

い

と

。

み

な

言

し

な

こ

す

た

あ

の

て

か

て

で

つ

ら

私

れ

い

つ

ん

や

か

，
遅

て

だ

た

ち

ぢ

め

「

つ

日

し

ぎ

う

む

つ

す

ま

曜

出

過

の

見

で

泊

日

い

り

達

と

の

が

が

思

眠

友

も

お

て

い

そ

い

し

で

。

つ

も

り

た

に

で

も

し

境

白

つ

ま

環

告

う

り

く

。

か

わ

巻

た

ら

変

り

し

か

に

取

ま

。

ち

を

き

う

持

［

ず

よ

気

ミ

な

し

の

イ

す

頼

ど

微

さ

ミ

た

学

の

麗

㌔

嘗

糺

縢

イ

蕪

り

る

る

毎

さ

必

彼

す

め

心

る

て

・

ム

に

初

た

せ

る

ま

か

い

熱

ん

ミ

す

ジ

き

，

一

も

，

ろ

イ

で

。

行

後

ミ

臥
饗

鍵

欝

、
誘

め
彼
論

そ
藩

霧

仕
襲

外
乃
鰹

窯

繋

襟

凛

潔

の人に犠
錘

鱗

誕

～欝

鎌

欝

鎚

　
難

鰻

糠

戴

叢

論

胸騰
鎌

鍵

贈
熟
臨蒲

振
臨

く

し

会

婚

つ

た

き

ま

協

結

い

つ

大

い

等

の

が

だ

く

て

初

り

頭

在

輝

し

，
か

で

存

に

回

で

ば

と

る

色

見

部

た

こ

な

栗

を

ド

つ

た

に

の

内

一

ま

し

気

女

室

ワ

始

う

か

彼

に

た

。
そ

何

，
う

め

た

。
は

き

そ

始

し

し

一

と

し

い

で

召

ミ

た

か

集

日

い

イ

し

ず

く

の

し

工

内

恥

し

初

新

ジ

案

は

新

最

，

，

で

瞳

が

く

人

も

ま

な

私

働

友

に

席

う

は

て

い

私

が

そ

日

し

し

た

妹

し

の

と

新

つ

姉

さ

そ

師

，

ズ

や

。

む

回
窪

酒
獅

筋
い
闘
麗

讐

醐
為

の

い

し

，

一

か

情

引

ル

の

加

顔

工

腕

鴎

勃
雌
駝
醸
有
鵡
蔽
濾
夘
お
鯵
曙

α
虎
劇

ク

の

分

と

エ

し

げ

が

の

し

動

ば

間

じ

賜

穆
緬
灘
描
獅
麟
繍
覗
瓠

は

工

始

ク

つ

中

時

だ

な

な

少

て

レ

れ

が

私

ジ

が

ツ

入

の

。
顔

ち

え

も

い

，
く

私

，
間

ン

ノ

に

間

す

な

だ

見

一

つ

て

て

，

は

の

ス

に

屋

仲

で

整

顔

が

ミ

に

し

い

は

ら

く

ツ

か

部

た

ま

端

な

情

イ

者

う

聞

き

行

る

エ

ミ

て

ま

ジ

イ

出

，

，

エ

を

に

に

ジ

屋

こ

う

は

部

そ

よ

。

私

に

だ

の

か

め

ま

か

ん

ら

た

，

る

せ

が

直をだひの服洋たけ

。

す り

る

さ

ぐ

が

わ

母

す

す

さ

お

う

で

に

や

も

、

る

気

ん

。

ま

の

さ

ね

」

私

父

や

魏
や
鳥

％

。

を

れ

て

た

り

そ

の

ジ

予

。

話

く

し

脚
聖

ふ
拭

え

て

い

に

ん

の

拠

震

隊

幽

繋

糊

浸

の

す

て
開

で

は

を

終

つ
な

す

ち

私

纈

分

て

ま

。
連

て

つ

で

で

に

つ

強

れ

中

口

だ

た

黒
．
拭

と

行

な

は

り

に

し

い

か

に

つ

う

の

気

び

に

勉

く

集

，
き

供

が

を

つ

に

さ

一

ス

中

て

う

妹

作

は

骨

邪

た

つ

。
て

に

で

と

子

私

板

じ

会

小

ミ

つ

。
ラ

集

れ

よ

姉

を

顔

お

無

す

た

た

え

全

ま

だ

の

ｄ

な

す

か

で

の

琉

な

し

緒

謄

レ

Ｏ

肋

来

や

」

に

ち はんやちあばお０

肋

購

レ

静

て

い

ま

と

、つ

表

工

三．口

．」

を

と

た

髪

い

る

い

の

腰

と

方

行

ん

て

．
．で

札

中

ま

し

を

け

ち

板

き

座

か

い

き

と

歪

で

期

る

軌

会

あ

％

砒

ひ

隊

賭

鳥

肋

対

躍

＝卸
は

奨

敏

席

返

つ
あ

言

し

ン

げ

斗

を

で

行

が

．謝

難

絃

雄

畑
．鑑

諜

・
そ
枇
野

で

配

－

げ

る

轍

ば

。
黒
が
芸

イ
踏

麓

臨

撚

よ

を手のぞい

引
敵
欝

蜘
ミ
と

は

ち

捜

創

母

・

遠

疑

れ

・

肋

打

”

乙るめ止をき動の手なさ小た

て

・熟瀧総罐
肺

じ

き

に

行

隣
，
「
。

て

た

し

し

そ

ま

。

き

す

て

ま

つ

い

握

て

を

つ

手

振

の

に

私

横

に

を

り

首

か

だ

ば

た

ん

は

わ

一

言

教
活
讐

禦

艶

薫

い
露

齢

糺
略
鷺

欝

対
璽

哩
饗

畠

く
竃

を
餐
謹

こ
ひ
ざ
窓

れ
ジ
し

ン

て

た

の

生

ぱ

の

ス

と

ろ

一
丸

ら

は

か

を

時

き

れ

一

ん

と

き

で

イ

一

す

つ

の

ん

聖

ど

ひ

く

ま

３０
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穿

点

趨

灘
灘
灘
醗慧

，．

響
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吻

灘

欝

購

灘

　
れ

　
ぎ
昌

テ

鱗

慢
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・

鷺

論
灘

ぢ
事

葭

嚢

・
馨

ア

ぢ
ゑ

．

・

・

鼠

輝

超

灘

脇．

鍵

響

養

・

轡
へ

謬

㌦

§
獄

．亜

糟

，㌔

慧

鋤
恥
．．

　

玉
癖

峯

‘

機

軍

脾

『
６

響
懸

，
㌧

蕪
．
饗

轡 『

岬蝿

撒

馨

鰯

灘難

舞

蹴

謬

、

㌔
曇
等

臨鷹

ξ
婁

｛
丁名

瓢

鷲
耀

　

＼
㌔
紳

曝

岬

癖庶か婁

虚

備

訪

，
ま

う

れ

悪

に

ヤ

で

。
の

を

い

ま

ま

の

つ

ま

が

か

マ

。
は

中

。
準

を

て

れ

漂

倒

の

ロ

シ

人

ん

私

目

て

い

き

ス

よ

あ

ろ

や

ス

す

私

の

す

の

家

つ

ら

に

は

ル

戸

，
の

せ

，
の

し

て

．開

ラ

ち

は

こ

穏

ル

で

，
家

で

ス

の

行

け

い

私

一

。
き

男

ま

ず

私

血

め

を

ク

は

の

と

く

一

う

で

，

の

ラ

一

て

開

ぱ

，
ビ

す

は

の

い

ま

ら

充

つ

口

㌔

私

う

。
な

セ

よ

の

ら

索

即

腔

獅

試

両

縦

双

越

遊

儲

奨

寅

柚

水

観

釈

力

ｄ

言

た

と

が

た

た

か

す

が

か

し

ん

私

し

れ

て

な

私

工

で

い

屋

わ

加

さ

ボ

た

そ

ま

そ

は

方

う

ま

す

ス

ま

な

，
断

く

つ

ラ

雛
焦
寡

鵬
曜
嘆
就
轍
献
肌
嚇
ひ
ざ
明
勧
β

繊
艇
妨
教
瀞
賜
醐
匠
畷

一

た

の

と

表

う

い

を

い

う

遅

て

こ

ア

表

い

そ

が

せ

し

ひ

見

ぞ

男

に

ら

い

方

つ

と

ド

い

臭

。
腺

あ

つ

，

く

の

。

ず

が

と

夕

持

の

，

暗

の

た

涙

色

が

く

た

を

す

せ

な

う

の

を

ア

と

薄

煙

し

く

，

で

き

冷

料

ま

も

り

よ

日

料

ド

る

，

の

ま

ど

は

柄

大

を

資

い

き

も

み

曜

資

。

す

と

こ

り

ひ

の

大

は

私

の

て

た

ど

て

日

の

た

を

る

ば

な

。

た

た

顔

が

会

見

ば

は

べ

の

め

し

ク

す

た

に

す

き

着

。

顔

協

と

ま

私

調

そ

た

ま

ッ

。

い

う

で

て

を

た

の

等

つ

，

。

て

の

ね

ノ

す

濃

そ

臭

出

ツ

し

そ

初

じ

て

す

し

電

る

に

す

ビ

ン

女

す

奥

い

Ｏ
ま

。

に

む

、、、
来

何

う

の

ど

な

き

ば

た

満

な

一
た

れ

冒

奨

て

栃

湧

引

鴛

網

鴨

糺

銃

旅

万

糺

騰

頒

一ゴ

対

幡

杜

ジ

持

せ

な

に

で

者

う

胸

き

ま

そ

ソ

り

に

る

力

込

て

顔

瓢

鷺
蹄
総
雛

翻
號
贈繍

鱒

資

と

り

驚

に

ン

中

外

に

む

古

置

ル

に

と

の

ぶ

て

ま

そ

そ

し

り

と

Ｖ

”

、

瑠

．Ｆ
譜

弛
匡

，
窟

騨

駄

蝉

ダｒベ

ミ｝

㎡

～

避

鑑
〆
、．野

蔑
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イ

主

の

い

し

か

せ

私

も

ち

９

た

し

と

つ

ン

然

言

こ

言

中

す

一

感

祝

言

境

い

む
た

こ

ス

り

ジ

す

と

し

う

ち

に

き

か

私

た

で

話

じ

に

フ

も

の

の

の

私

式

イ

の

ぞ

」

な

が

れ

と

に

教

と

豊

ま

葉

た

マ

い

れ

ば

と

し

，
テ

た

，
で

親

・を

く

落

楽

と

い

，
し

の

て

を

ま

よ

き

ト

し

そ

，
儀

工

者

。
ン

ん

侶

あ

こ

う

語

一

部

。
家

言

ー

ス

ら

ら

つ

る

ま

後

プ

ふ

え

の

母

情

な

と

を

た

は

て

ま

も

い

一

た

い

と

ス

た

ー

て

の

ジ

権

た

メ

ど

伴

え

く

わ

英

ザ

方

た

に

い

受

テ

だ

め

い

め

り

月

バ

と

教

た

の

表

と

つ

ち

来

姿

来

き

の

つ

ミ

み

よ

る

り

わ

１６

見

認

た

神

し

一

ら

る

さ

い

味

は

イ

地

し

緒

な

を

プ

ん

つ

が

し

帰

力

て

僚

に

れ

一

た

ん

よ

持

て

の

て

行

そ

に

イ

は

い

入

キ

を

：

を

確

っ

う

ま

ア

か

れ

け

て

を

一

バ

山

で

一

け

マ

バ

頼

見

胸

き

ら

数

つ

同

」

く

ミ

つ

な

ち

気

出

そ

い

で

さ

順

工

葉

。
へ

，
ら

１８

子

て

な

願

し

「

れ

く

助

つ

び

リ

ド

知

，
が

ス

う

に

に

で

抱

が

ら

よ

は

ミ

て

イ

違

，

，
が

て

。
歩

ん

し

従

ジ

言

す

中

り

子

力

な

し

と

に

謝

て

こ

て

の

な

喜

ン

ア

福

のた

と

い

テ

も

れ

心

い

り

な

か

に

師

イ

し

エ

か

べ

は

気

着

た

を

笑

美

と

は

す

で

の

鳴

な

ル

さ

そ

員

父

感

め

，
え

霊

く

る

リ

育

は

け

こ

思

プ

ら

だ

一

思

か

し

れ

手

教

工
意

ジ

こ

比

き

囲

を

し

路

微

の

仰

私

話

の

水

高

幼

ー

小

。
会

天

ら

込

は

与

聖

き

な

ブ

教

り

受

の

ら

バ

か

，
で

る

つ

プ

そ

の

宣

ジ

同

。
ど

に

と

雰

服

で

通

と

娘

信

，
の

た

は

は

「
。

ｄ

る

す

教

と

か

を

に

を

。
大

い

・

語

た

を

日

か

し

だ

ど

目

す

し

ツ

は

師

の

を

に

た

と

き

た

の

い

い

。

つ

の

が

ら

ち

つ

一

胸

た

い

す

で

，

，
心

意

一

き

す

と

大

Ｃ

英

ふ

響

る

口

た

。
け

な

愛

を

キ

一

教

そ

ン

マ

し

も

と

つ

会

白

ぱ

す

ご

神

ち

が

た

か

ミ

の

し

さ

を

の

て

に

は

熱

ミ

導

で

つ

で

・

は

。

影

あ

の

わ

う

だ

き

ら

［

ス

ミ

宣

。
ス

ス

ま

つ

た

入

集

が

つ

で

に

，
た

な

老

わ

イ

私

ま

な

い

た

つ

う

私

に

イ

て

の

き

中

ラ

一

る

禦
磁
翻
獅
謡
編
畿
緬
難
警
葎
鍵
熟
欝
麟
詠
腿
稀
論
響
騨
脇
総
隷
認

り

エ

，歳

と

心

ジ

だ

ひ

り

要

の

目

母

の

礼

し

工

持

い

る

な

耳

そ

る

す

で

か

し

り

迫

祝

く

聞

り

し

涯

に

さ

の

＊

ブ

働

ジ

９

た

司

を

は

い

，

。

う

つ

の

一

私

な

き

た

も

な

い

ミ

。

つ

と

し

は

に

な

イ

た

を

た

ま

し

期

ら

エ

し

手

い

し

た

時

か

ジ

ま

で

て

出

わ

る

わ

，
り

り

い

び

。

け

か

は

な

た

歩

飛

の

受

の

私

に

ふ

で

が

い

を

い

た

い

，

ナ

　

た
「
な

必

娘

列

。
あ

初

た

ジ

気

な

ぎ

福

れ

に

に

も

４

す

て

最

し

。
の

も

過

幸

さ

と

マ

親

，
で

め

。
で

す

き

れ

り

の

遣

こ

ス

母

は

ろ

初

す

子

で

驚

汚

通

女

派

る

テ

の

私

後

。
で

様

う

と

も

を

少

に

け

プ

一

と

ぐ

す

う

い

よ

愛

み

脇

の

域

受

バ

ミ

人

す

ま

そ

な

た

は

し

の

歳

地

を

，

の

マ

で

エ

。
妹

て

れ

着

さ

，
に

た

。

む

に

。

い

で

ん

浮

に

お

で

に

て

を

わ

う

生

と

小

天

□

・

で

る

話

た

て

間

せ

に

ま

と

味

え

し

葉

終

こ

，

こ

の

て

。

Ｒ

本

あ

，

し

れ

時

ま

心

ま

の

意

う

ま

言

の

。

と

る

】

し

ん

・

日

で

間

ま

ら

く

い

の

る

そ

な

の

励

た

葉

た

う

さ

ミ

そ

せ

ド

在

員

幡
０
撚
桁
既
棉
陳
帆
辮
鷲
戴
灘
循
糺
脳
耀
疸

％
賠
ゆ
槻
瞭

。
て

見

て

ト

た

葉

ろ

葉

に

。
を

に

福

い

に

て

ジ

よ

あ

デ

共

部

，
し

い

，
て

支

し

を

つ

よ

オ

全

み

と

み

の

で

ミ

霊

の

と

環

つ

ば

で

違

師

し

岡

り

む

む

一

も

た

も

，
た

持

ミ

て

し

い

に

し

し

イ

い

ま

な

う

ま

少

工

て

り

の

よ

し

を

ジ

し

か

差

の

を

料

は

を

わ

大

か

問

資

毛

粧

が

と

る

質

の

の

化

の

男

す

じ

ス

髪

厚

る

た

視

同

ラ

の

，
い

れ

無

に

ク

女

が

て

く

ど

女

。

の

た

似

て

な

の

か

そ

し

く

来

在

そ

す

。
ま

よ

て

存

は

ま

た

い

に

出

の

私

い

し

て

一

で

私

。
は

ま

し

ミ

ま

で

す

一

し

を

イ

ロ

る

ま

ミ

む

足

た

友

な

し

，

う

ま

ん

そ

き

ぶ

重

て

た

き
鷲
叙
鉱

な

す

計

う

く

コここ

らか屋部でり取

遊でかこどと達

ｄ

を

色

工

戸

ま

い

イ

が

と

ら

情

い

ジ

，

，

て

エ

す

り

ば

表

る

は

は

て

け

ジ

で

く

し

ま

じ

繍
罐
灘
籍
盤
鐵

い

で

て

料

し

資

渡

た

に

し

一
連

ミ

関

イ

に

工

強

ジ

勉

を

の

料

ス

資

ラ

ｄ

の

ク

え

こ

の

ね

，

う

か

や

よ

い

じ

き欝〉ま
｝

カ

ナ

し

む

を

立

ま

た

本

に

は

し

ら

ば

あ

の

輝

イ

教

た

と

よ

き

キ

と

ば

私

ま

が

つ

て

る

ら

エ

。

つ

い

し

で

に

絵

そ

。
き

な

い

つ

き

か

ジ

か

い

た

で

ん

め

は

の

た

行

き

が

や

で

一

ぜ

う

で

け

の

か

た

むた

れ

戻

し

く

へ

ま

て

中

き

け

の

置

開

気

に

を

空

上

ア

の

の

馳ド

秋

す

に

い

い

め

し

を

た

わ

れ

の

ぐ

そ

私

か

，
が

と

と

男
光

る

た

陽

取

い

い

け

て

ゆ

受

つ
ば

と

，
こ

エ

。
で

を

力

ら

句
祉弁

：

こ

が

る

ジ

た

の

と

努

た

聖
わ
を

．７

の

子

な

に

し

る

こ

も

し

の

別

イ

家

の

に

的

ま

き

の

年

う

つ

区

ナ

の

女

的

照

え

で

音

何

ど

と

の

ロ

り

な

身

対

考

が

福

先

，
ひ

悪

モ

か

け

献

と

も

と

て

ら

は

に

善

ー

ば

い

，
さ

度

こ

つ

か

に

中

な

司

た

た

し

暗

何
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多
くの未婚 の末 日聖徒にとって，特 に独 身の姉妹たち

にとって，結婚 を前提 としたつき合 いを始 めること
はん りよ

や，永遠の伴侶となる人を見つけることは実現 しがたい夢

となっています。それ らを心から望 みなが ら， また福音の

中にあって永遠の伴侶を得 ることは欠かせない重要なこと

であるのを知 りながら，ふさわしいパー トナーに巡 り会 え

ず悩んでいるのです。
かんべき

私 は皆さんをすぐにでも完壁な伴侶 に引き合わせ，永遠

に喜 び多い結婚生活に送 り出せたらと思 います。 しかしこ

のようなや りかたはサタンの望む方法です。覚 えておいで

でしょうが，サタンは私 たちの試しと選択の機会を奪 うこ
くじ はば

とにより御父の計画を挫 き，進歩を阻まんとして私 たちの

生活を自分 の思 いどおりにすることを望 んだのです。

結婚 を前提 としてこの世の伴侶 とつき合いを進めていく

中で，皆 さんはすべての物事 を自分ひとりで計画 し，何で

も思いどお りに進めていくことはできません。 しか し，そ

ういうつき合いとは違 って，完全に皆さんの思いどおりに

なるつき合い方がここにあります。 それは年齢や性別にか

かわりなく，すべての人々がともにできるっき合い方です。
いや

このつき合 いの中で，私 たちの伴侶 は孤独感 を癒 し，私た

ちによりす ぐれたものを求めさせ，人生 に意義 を与えてく

れます。この伴侶 とは神会のひとりのお方，聖 きみたま，

慰め主，啓示者，聖 めのお方，主のみたまです。それは皆

さんが独 りぼっちではないこと，決 して孤独 ではないこと

を確信させてくださる方です。

伴侶 としての人と人 とのつなが りは大切なものです。 ふ

た りが愛 とお互いに対する尊敬の念によって結 ばれている

場合 はなおさらのこと，本質的 にすばらしい状態が生 まれ，

口には言い表わせないほどの喜 びがもたらされます。しか

しそのような状態も，聖霊の導 きがなければ無味乾燥なむ

な しいものになって しまいます。いかなる人との関係 も主

聖徒 の道/1988年8月 号

のみたまを伴侶 とすること以上 に重要であったためしはな

いのです。

「彼らが切に望むことを……願ったJ

キリス トが二一ファイ人に教 えを説かれ，祈 られたとき

に 「かれらが切 に望むこと，すなわち聖霊をかれらに与え

たもうことをねがった」(III二一ファイ19：9)の には大き

な意味があ ります。教会の会員 として私たちは信仰，悔い

改め，バプテスマ，聖霊の賜 を授かるための権威ある者の

手 による按手礼 といった必要 なステップを踏んできました。

しかし友達や伴侶 との愛が， もろい植物のように手をかけ

養われていかなければならないように，聖 きみたまとの関

係 も私たちが心 して養っていかなければな りません。

若いころ，私はひとりの美 しい女性に恋 をしました。 こ

の世 のほかの何 よりも，私 は彼女の愛を求め，ふたりの関

係が永続するよう願 いました。 そのために私は自分の礼儀

を正 し，言葉を正 し，最善 を尽 くして彼女に接 し，気に入

られるように努めました。そして彼女 との結婚が決 まって

からも，私はそうした態度を続けていくことの大切 さを感

じたのです。そんな私が心から願 ったのは，(今 もその気持

ちは変 わりませんが)彼 女 を喜ばせ，感情 を害さないよう

にすることでした。彼女は私 にとって気高 い生活を送 るた

めの霊感の源，動機づけとなってくれているのです。

聖霊を伴侶とする場合 もこれと同様です。聖霊の力を受

け，共 にいてもらうには，私たちが最善 を尽 くし，聖霊 を

受 けるにふさわしくならなければなりません。聖きみたま

を引 きつけて常 にそばにいてもらうためには，次のような

事柄を実行 していかなければな りません。

1.体 を清く保つ。

私たちは，何 であろうとこの肉の幕屋 を汚すようなこと

をしてはな りません。知恵の言葉 を守 り，生殖の力を誤用
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耳 口王 霊 は孤独 を癒 し
，

私たちによ りすぐれたもの を求めさせ，

人生 に意義を与えτ〈れます。

それ は皆ざんが独 りぼっちZ㌧はなのこど，

決 しτ孤独 ～はなの乙どを確信 させτ〈ださる方τす。

せず，病気や肉体 を冒すものに身をさらさないようできる

限 りのことをしなければなりません。「あなたがたは神 の宮
み たま

であ って，神 の御 霊 が 自分 の うちに宿 ってい るこ とを知 ら

ないのか。

もし人 が，神 の宮 を破壊 す るな ら，神 は その人 を滅 ぼす

であ ろう。 なぜ な ら，神 の宮 は聖 な るもので あ り， そ して，

あな たがた はその宮 なのだか らで ある。」(1コ リン ト3：

16-17)

2.思 い を清 く保 つ。

私 たち はあらゆ る下 品な思 いや 肉欲 的 な考 え， その他 サ

タンの力か ら身 を守 らな けれ ばな りませ ん。教義 と聖約 に
もつ

は次のような忠告 と約束がなされています。「絶 えず徳 を以
なんじ おもい しか

て汝の想 を飾るべし。然 る時 は，汝の自ら信ずること神 の

前に強くなりて，神権の教理 は天より下る露の如 くに汝を

うるおさん。聖霊 は常 に汝の伴侶 とな り……。」(教 義 と聖

約121：45-46)

そのような中から生 じてくる邪悪な思いや卑わいな考え

ほど不愉快なものはあ りません。「二心の者」，すなわち悪

にも心を向ける者がどうして聖霊を伴侶 とすることができ

るでしょうか。できるはずがありません。

3.信 仰を実践 し，心の中に聖きみたまが宿るようにする。
あらわ

私 たちは，信仰を持たない者は神 のみたまの顕れを受 け
いや

ることがで きない と教 え られ てい ます。 モ ロナイ は，癒 し

と異言 を語 る賜 を含 むみた まの賜 について率直 に語 り， こ

う忠告 して います。 「私 が以上 述 べた 『みた ま』の賜物 が皆

世 の人 の信 仰 が足 らないので なけれ ば世 界 のあ るかぎ り決

してな くな らない こ ととを忘 れ るな。」(モ ロナイ10：19)

私 た ちはキ リス トを信 じて こそ「心 に聖霊 を受 け るこ と」

(モ ロナ イ7：32)が で きる ことを理解 しなけれ ばな りま

せ ん。聖 霊 が証 して い る方 々 につ いて心 に留 め るこ とをせ

ず に，どうして聖霊 に受 け入れ て もらえるで しょうか。キ リ

ス トの よう な生活 を願 い求 める ことこそ真 の礼 拝， すな わ

ち生 活 の中 に聖霊 の力 を受 け られ る礼拝 と言 え るのです。

4.あ らゆる不正 と邪悪 な行 ない を避 ける。

主の みた まは人 に祈 る ように教 え，勧 めて い ます。(II二

一 フ ァイ32：8-9参 照)キ リス トの み言葉 は
，私 た ちに聖

きみ た まが どの ようなお方 で どの よ うに した ら私 た ちの生

活 に招 き入れ る ことがで きるか を教 えて くれ ます。(II二 一

フ ァイ32：1-3参 照)ま た神 の みた まは人 に善 を行 なわ

せ， キ リス トを信 じる よう導 きます。(イ テル4：11-12，

モ ロナイ7：16-17参 照)し た がって祈 りと聖典 の勉強 ，

正 しい生 活 は欠 かす ことので きない ものです。懐疑 論者 や

福 音 に改宗 した ばか りの人 々 は， こう尋 ね るか もしれ ませ

ん。 「なぜ聖 霊 を求 め るの か。 なぜ聖霊 を伴侶 とするの か。

聖 霊 は私 たち にどんな働 き をして くれ てい るのか。」主 のみ

たまと親 しく接 して いる人々の証 に耳 を傾 けるな らば，これ

らの質 問 に対 して様 々 な答 えが返 って くるで しょう。 また

それ らの証 は聖 霊 を伴侶 とす ることがなぜ大切 なのか，その

疑問 に も答 えて くれ るに違 いあ りませ ん。

皆 さんは完壁 な洞察力 と，特定 の状況 で どう行動 して いっ

た らよいかをあ らか じめ知 る力 を受 けたい と思 って いるで

し ょうか。 もしそ うだ とした ら二一 フ ァイ が言 ってい るこ

と を実行 しなければ な りませ ん。彼 は こう言 ってい ます。

「道 に よって入 り聖霊 を受 け るな らば，聖霊 はあな たた ち

の行 わな くては な らな いこ とをみな教 えた もう。」(II二 一

フ ァイ32：5)

「皆さんは識別の力を得たいと思っているでしょうか。」

皆さんは識別の力，すなわち真理 を見極める力を得たい

と思っているでしょうか。 もしそうだとしたら，神 のみ言
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皆 さんは完壁な洞察舵
特定の状況τ どう行動 しτのった らよのかを

あらか じめ知るカ を受けたのど思 っτ刀るτ しょうか。

皆ざん は識別の力 をすなわち真理を見極めるカを

得たのど思 っτのるτ しょうか。

皆ざん は，神の啓示を聞ま，感 じ，知るカ を

得た のど愚 っτのるど しょうか。

葉 を読み，神の徳 を知 り，熟考 し，神 に願 い求めなければ

な りません。そうすればモロナイが証 しているように 「聖

霊の力によって一切 の事の真実であるかどうかがあなたた
わか

ちに解る」(モ ロナイ10：5)は ずです。

私がテキサスで伝道部長をしていたときのことですが，

あるひとりの宣教師が証 をなくして家 に帰 りたが っている

という知 らせを受 けました。いろいろ調べてわかったこと

は，その若者はある求道者の影響 で自分 の召しの神聖 さに

疑いを持 って しまったのでした。私はその求道者 という人

と面接をして，特別な識別 の力によって，その人が大学生

にな りすまし，モルモン教会の熱心な求道者を装 ったほか

の宗派の牧師であることを知 るに至 ったのです。私 に啓示

されたその事実をつきつけられて戸惑 った彼 は，だまして

いたことを認めざるを得 ませんで した。彼が去 り，状況が

はっきりした ことによってその宣教師は帰 ることを思いと

どまり，最後まで名誉ある伝道の業 を続けたのです。

あるとき，2年 前に私 から伝道に出る許可 をもらったと

いうひとりの宣教師が，伝道 も終 わりに近づいた最後 の週

に私にそのときのことを打ち明けてくれました。彼 は伝道

に出る前 に多くの罪を犯 してきたため，私か らいくつか条

件が与えられてなかなか伝道が許可 されなかったのです。

彼はこう言いました。「エイシー長老，あなたは私が必要な

悔い改めをし，従順にまた熱心に努力するという約束をし

たあとで私 に伝道 に出る許可 をくださいました。私 は確か

に熱心に努力 してきましたし，すべての規則を守 ってきま

した。」そのあとで彼 は非常 に大切 なことを言 ったのです。
ゆる

「私 は 自分 の 罪が赦 され たと思 ってい ます
。完全 に清 くな

った と思 います。」彼 は 自己 を捨 て た奉 仕 をす るこ とによ っ

て， また聖 きみた まに近づ くことに よって清 め られ てい っ

たの です。確 か に精練 の火 を くぐ り抜 けた ことに よって，

彼の心の中の不純なものはすべて焼かれてしまったのです。

「皆さんは神から啓示 を受けたいと思 っているで しょうか
。J

皆 さん は，神 の啓示 を聞 き，感 じ，知 る力 を得 た いと思

ってい るで しょうか。主 は， 予言者 ジ ョセ フ ・ス ミスを通

して この よ うに約束 して くだ さって います。「われ今 ……聖

霊 に よ りて汝 の智 と情 に告 げ ん とす。…… これ は啓示 の『み

た ま』 な り。」(教 義 と聖約8：2-3)

神 殿 で の集会 で， マ リオ ン ・G・ ロムニ ー副管 長 が証 の

最後 で次 の ように述 べ られたの を聞 いた ことがあ ります。

「きょう私 が述 べた ことは皆 さんが耳 にす る必要 の ない も

のだ ったか もしれ ませ ん し， また新 たに学 ぶ必要 もなか っ

た ことか もしれ ませ ん。 しか し私 は自分 で話 しなが ら大切

な ことを学 び ま した し， 自分 に とっては必要 な話だ った と

思 って います。」これ こそすば らしい聖 きみたまの力 の顕 わ

れ と言 えるで し ょう。
いや

皆 さんは癒 した り癒 された りす る力 や異言 を語 る力 とい

ったみ たまの賜 を得 たい と、思って いるで しょうか。 そ うだ

とした ら， 予言者 モ ロナ イの言葉 を心 に留 めて ください。

「これ らの賜物 であ る力 は
， みな キ リス トの 『み たま』 か

ら与 えられ， キ リス トのみ こころ に従 って分 け られ てそれ

ぞれの人 に来 るので ある。」・(モロナイ10：17)

ま た，語 る力 す なわ ち天使 の よ うに語 る力 を願 って いる

で し ょうか。 そ うで あれ ば， 次 の二一 フ ァイの 問い かけに

心 を留 めて くだ さい。「あ なたた ちは聖 霊 を受 けた ら天使 の

言葉 で語 るこ とが で きると私 が言 ったこ とを覚 えて いない

の か。」(II二 一 フ ァイ32：2)

30年 前 ， 近東 で宣教 師 と して働 いて いた とき，私 と同僚

が分 割 と背教 によ り分裂 しかか っていたあ る支 部の訪 問 を

依頼 された ことが あ りました。私 たち は謙遜 に祈 りの気持
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ヴ

」 の世の男性女性共に

すばらしの能力ど才能が与えられτのます。

しかしその才能が月かに偉大τあっτも，

聖まみたまどの接触がなければ

それらは価値のなの幻影にすぎなののτす。

ちをもってその責任にあたりました。不満を抱えた人々 と

の重要な集会が開かれ，同僚が説教 をすることにな り，私

たちはその支部 の人たちを再びまとめることができるよう

にと心 から願いました。共 に断食 し熱烈に祈 ったあと，同

僚は自信 を持 ってみんなの前 に立ち，奇跡を行 なったので

す。彼の言葉はまさしく天使の言葉でした。あの未熟な若

い長老の言葉が，彼 よりはるかに年上の人々の心の傷を癒

し，後悔を促 し，文字どお りひとつの教会 を救 うことにな

ったのです。

「皆さんは誘惑に立ち向かう力を得たいと思っているでし

ようか。」

皆 さんは誘惑を退け，それらに立ち向かう力を得 たいと

思 っているでしょうか。 もしそうなら，アルマやパウロの

言 っていることに従 ってみてください。「たえず 目を覚 して

祈 り，これによって聖霊の導きを得……。」(ア ルマ13：28)

皆 さんは自分 の行ないすべてに全 き平安 と確信を得 たい

と思 っていますか。そうだとしたら聖霊を伴侶 とするよう

心がけてください。そうすれば皆 さんも二一ファイや リー

ハイが受けた次 のような確信が得 られるはずです。「心を安

んぜよ。汝 らは創世の前よ.り在 りしわが深 く愛する子を信

ずる故，心を安 んぜよ。」(ヒ ラマン5：47)

最後 に，皆 さんは生来の能力以上のことをする力 を得 た

いと思 っているでしょうか。皆さんのなすことすべてに目

に見えない力の助けを得 たいと思っているでしょうか。私

は確かな権威 をもって語ることのできる力 を，ひいては考

えていなかったことを語 らせてくれるみたまのささやきを

受ける力を得たいと思 っています。皆 さんが必要 としてい

ることに気づく力を得たいのです。

この世の男性女性共 にすばらしい能力と才能が与 えられ

ています。 しかしその才能がいかに偉大であっても，聖 き

みたまとの接触がなければそれらは価値のない幻影 にすぎ

ないのです。

皆さんは，聖霊を伴侶 とするというこれらの話 を人ごと

のように思 ってはいないでしょうか。決 してそう思ってほ

しくないと思います。神 は人を偏 り見 られるお方ではあ り

ません。神の祝福 と賜は，貴いごくわずかな人々のために

とっておかれているのではありません。皆さんが使徒であ

ろうと執事であろうと， あるいは扶助協会の役員であろう

と初等協会の教師であろうと問題ではありません。自分 自

身をふさわしい状態 に置きさえすれば，私 たちもみたまの

賜 が受けられるのです。

この聖 なる伴侶 との関係が不完全なように思われる場合

は，皆 さんのバプテスマと確認の儀式を思 い起こし，命 じ

られたとおり本 当に聖霊を受 け入れたかどうかを考 えてみ

てください。 また肉体的に清いかどうか，思いはどうか，

キリストヘの信仰の度合いはどうかち あらゆる悪事 を避け

ているか，祈 りと勉強の習慣はどうか十分 に注意を払 って

みてください。

時折思いを巡 らし，自分が本当に聖霊のことを理解 して

いるかどうか確 かめてみることはいいことです。またじっ

くり時間をかけて自分 がどれだけ霊的な賜 や力 を知ってい

るかを考えてみることも必要なことです。洞察力や識別力，

清めの力や啓示，霊の賜，天使の言葉，確信から来る平安，

豊かな祝福が生活の中に見られるかどうかよく心してくだ

さい。 日々の生活の中で霊的な経験をする機会が頻繁 にあ

るでしょうか。 もし何 らかの分野で自分 に欠けているとこ

ろがあるなら勇気 をもって自分 を変え，秩序ある生活に立

ち返ってください。

そのようにすれば，皆さんは決 して独 りぼっちになるこ

とはありません。なぜなら，皆 さんはすべての中で最 も大

いなるもの，聖霊 を伴侶 とすることができるからです。□
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我が家を訪ねτ〈れ，た

ベンソン大管長
ホームテ ィーチ ャー を通 じて

日の大仕事を終えて帰宅してみる一
と，妻 は家から75キ ロほど離 れた

町に住 む子供 たちのところに行 っていて

留守で した。部屋 には帰 りが遅 くなると

書かれた妻のメモが置いてあ りました。

私 はとりあえず食事の用意を終 えると

腰を下ろ しました。 その とき，窓越 しに

我が家のホームティーチャー， セバ ン ・

ジェンセ ンとL・D・ メ.イヤーズのふた

りが玄関の方に向かって歩 いて来 るのが

目に入 りました。私 はそれほど歓迎する

で もなくちょうど食事 をするところだっ

たことを話 し，数分後 にまた来てもらえ

ないかどうかを尋ね ました。ふた りは快

く承諾するとこう言いました。「約束 をと

ろうと思 って電話 をしたんだが，留守の

ようだったんでね。来れば会 えるんじゃ

ないかと思 って。 もう一軒訪問 したらま

た来るよ。」

ふた りは30分 ほどしてか らもう一度や

って来ました。親 しくあいさつを交 わし

てか ら，セバ ンが笑顔 を見せて言いまし

た。「ジョー ジ，ベンソン大管長の書 かれ

た記事 の中 からひ とつ読 ませ て もらう

よ。」興味深い話には違いなさそうでした

が，彼の次の言葉に，疲れ切 っていた私

の興味はたちまち薄れていきました。彼

はこう言 ったのです。「気落 ちした状態 か

ら立 ち直 るための方法が12項 目あげてあ

るんだが，ひとつずつ見ていこう。」(『落

胆 してはならない』 「聖徒の道」1987年3

月号参照)実 は，私 はかな り長い間そう

した状態に陥 りつつあったのです。

「項 目1」
，そう言う`とセバンはちょっ

と間を置 き，本 から目を上 げて私 の方を

見 ました。 そのとき，私たちは沈黙の内

にお互 いの気持 ちを感 じとったのです。

私 はこれ まで，この忠実 な兄弟 と教会で

幾度 となく顔 を合わせてきたときのこと

を考えました。セバ ンは私を見つけると

いっも必ず握手を し，こう言った もので

す。「ジョー ジ，君は今 もなお福 音が真実

であると信 じているね。」このような質問

が来 ることを承知 していた私 は，いつ も

背筋 をできるだけ ピンと伸 ばすと堂々 と

こう答えていたのです。「ええ，福音が真

実であることは心から信 じています.よ。」

すると彼は私の心の内を読 みとるかの

ように必 ず笑顔で こう言ったのです。「そ

れならいいんだよ， ジ ョージ。」

記事の中の，気落 ちした状態か ら立 ち

直る1番 目の方法を読みなが らセバンが

言いました。「ジョー ジ，もし気落 ちして

いるんだ ったら悔い改めることだよ。」

そ して彼 はこう尋ねました。「どうして

悔い改めが必要 かわかるかい。」「モルモ

ン経に『絶望 は悪い行 いから来 る』(モ ロ

ナイ10：22)と あ るからじゃないかな。」

私が答 えました。

セバ ンは記事の中からひとつずつ項 目

を拾 いあげ，私の方 を見てはこう言うの

聖徒 の道/1988年8月 号

ジ ョー ジ ・D・ ダ ラ ン ト

です。「まるで君の ことを言 っているよう
ほ

だね， ジョー ジ。」彼 は誠実な褒め言葉を

もって，私が 自分 自身に対 して良い思い

が持 てるよσう助 けてくれ ました。 こうし

て10項 目まで来 たとき，私 はこの まま終

わ らずにいつ まで も続 いてほしいという

気持 ちにかられたのです。部屋の中には

心地良 い雰囲気が漂 っていました。

セバンは12番 目の項 目を言い終 えると，

本 を閉 じ笑顔 を見せて言いました。「君の

考 えはどうかな。」私 はもう何 も言 うこと

ができませんで した。 まるでエズラ ・タ

フ ト・ベンソン大管長が我が家を，そし

て私 を訪ねてくれているようで した。大

管長みずから出向くことができないため

に，代理 として特別な使 いを送って くだ

さったのだという気持 ちで した。私は，

ホームティーチャーの口を通 して予言者

の言葉 を聞いたと思 っています。・そして

そのメ ッセージは確かに私の心を動かし

たのです。

話 も終わ り，私 たちは玄関の方へ歩い

て行 きました。セバンはこの訪問を通し

て何かを感 じたのでしょう。握手を交わ

したとき彼の 目はうるんでいました。こ

う して私 のホームティーチャーは去 って

いきましたが，彼 らの伝 えて くれたメッ

セージは今なお私 の心の中に残 っていま

す。彼 らが来たとき，私 は確 かに少々気

落ちしていました。 しか し今 は違います。

私 は霊的に活気づけられ，再 び責任 を果

たす備 えがで きたのです。

その晩遅 く，私 は気落ちした状態から

立ち直 るための13番 目の方法があること

を知 りました。それはホームティーチャ

ー に来て もらい
，彼 らから愛 と教 えを受

け，祝福 を授かるということで した。口

*ジ ョージ ・ダラン ト：ユタ州プロボ宣

教師訓練 センター所長。 ユタ州プロボ，

セン トラルステーキ部 パークワー ド部会

貝。
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父からのメツセ。ジ
私
がちょうど農場の仕事 を終えようとしていたとき，

母 の呼ぶ声が しました。牛を牧場に放 ち， うさぎや
えさ

にわ と り，豚， 馬 にはみ な餌 をや り， しぼ った牛乳 も3本

の容器 に入 れ，酪農場 に運 ぶ ばか りになって いま した。

私 はこの とき15歳 で した。 時 は1936年 ，13人 の大 家族 に

とって は，経 済的 に厳 しい年 で した。兄弟 の うちひ と りは

伝道 中で，8人 が学校 に通 い， ほかの子供 は家 に いて母 を

て こず らせてい ま した。

母 は言 い ました。「ジェイ，きょう は学校 を休 んで，パ シ

フィック ・フル ーツ ・エク スプ レスヘ行 って もらわ なけれ

ば いけないわ。 この手紙 をお父 さん に届 けて もらいたいの。

とて も大切 な もの よ。 それで なけれ ば， あ なたに頼 んだ り

はしないわ。」 この パ シフ ィック ・フルー ツ ・エク スプ レス

は，列車 のエ ン ジンや車両 を修理 す る工場 で した。父 は家

計 を支 えるた めに， そこで働 いてい たのです。

母 は封筒 を私 に手 渡 しました。 学校 を休 ませる ほどなの

で，とて も重要 な手紙 だった に違 いあ りませ ん。「ごめん な

さいね， ジェイ。」母 は言 い ました。 「で も， この手紙 をお

父 さんに届 けるには， あな たに頼 む しかな いの。」私 たちの

農場 には，電話線 が通 って いなか ったので，母 は父 に電 話

をする ことが で きませ んで した。

父 の働 いて いた場 所 は，家 か ら約24キ ロ離 れて いま した。

美 しい初 夏 の空気 の 中をハ イウ ェイまで3キ ロ歩 く とす ぐ

に， ある人が私 を次 の町 まで車 に乗 せて くれ ました。 町 を

歩 いて通 り過 ぎる と， また別 の人が車 に乗 せ て くれ て，パ

シフ ィック ・フルー ツ ・エ クスプ レスの正 門へ続 く舗装 さ

れていない道 で降 ろ して くれ ま した。私 は車 を降 りて， そ

の運転 をして くれた人 にお礼 を言 いま した。 そ して父 が よ

く話 して いたこの場所 を見 回 しなが ら， 正 門へ続 く20分 ほ

どの道 の りを歩 きま した。 こ こは父 が汗 にまみれ て一 生懸

命働 いてい る場所 で あ り，私 たち大家族 にとって な くて は

な らない仕事 場 だ と母が 言 っていた場所 で した。

今 まで気 づ きませ んで したが，父 が夕方 と土曜， 日曜 だ

け しか私 たち と過 ごす ことがで きない理 由 は これ だ と思 い

ま した。私 たち に牛 の乳 の しぽ り方，干 し草 の積 み方 ，作

物 への水 の や り方， 馬を荷 馬車 につな ぐ方法 ，棚 の作 り方，

鶏小屋 の作 り方 や そのほ かの農 場 での必要 な仕 事 の一切 を

教 えて くれ たのが母 だ ったわけが これ だったの です。 また，

母 と働 いて いる とき に， ど うして母 が上手 に私 たち に福音

を教 えて くれた り，聖 書 やモル モ ン経 の物語 を話 して くれ

たか もわ か りま した。父 の仕事 場 は ここだ ったのです。 そ

して， その仕事 は とて も大切 で重労働 だったの です。

門の と ころまで来 ると， 鉄道 の レールが た くさんあ るそ

の両側 に大 きな建物 が見 えま した。列 車の車両 が つなが れ

る ときにぶつ か り合 うその音 は， とて も大 きいもので した。

スチ ームエ ン ジン，警報機 ，警笛 な どの音響 ，空気 ハ ンマ

ーや そのほ かの鉄 道器具 を使 って働 い ている人 たちの物音

が さわが しく聞 こえて きま した。

突然， かん高 いサイ レ ンが鳴 り響 いてい っさいの音 がか

き消 され ま した。昼 食の時 間で した。 こ こか しこか ら人々

が現 われ，様 々 な声 が聞 こえて き ました。 こんな にた くさ

んの人 たちの 中か ら， ど うした ら父 を捜 す こ とが で きるだ

ろ うか と，私 は思 い ま した。

私 は門を抜 け， だれ か に父 の居 場所 を聞 くことがで きる

か もしれな いと思 い，一 番近 くに見 えた仕事場 に向か って

歩 きま した。広 々 と した場所 の まわ りに器具 や道具 が大 き

く山積 み にされて い ました。 その場所 の 向 こうを見 ると，

す ぐに父 を見 つ けま した。私 は立 ち止 まる と， その場 に釘

づ けにな って，自分 の視 界か らほかの人 たちがま った く消 え

去 って しまったかの ように感 じま した。 まるで世 界 には父

と私 のふ た りだ けにな って しまったかの よ うで， この と き

に見 た光景 を私 はいつ も感謝 す るで しょう。 父 は， 山積 み

に され た器具 に もた れなが ら足 を伸 ば し，帽 子 を横 に置 い

て座 って いま した。両 ひ ざの間 に弁 当を置 き， 両手 を組 ん

でひ ざの上 に置 いて頭 を たれ，神 が与 えて くだ さって いる

こ とやほかの た くさんの ことにつ いて感謝 を述 べ てい ま し

た。父 が頭 を下 げて い た時 間 や， そ の と き受 け た印 象 か

ら， おそ らくそ うだ ろう と私 は思 いま した。私 は立 ったま

ま黙 って一 心 に見 つ めて いる と， 私 の心 の 中に ひとつの考

えが沸 き上 が って き ました。 「父 はだれ に見 せ よ う と して

い るので もない。父 は本 当に神 を信 じてい るのだ。」祈 りが
ほほ え

終 わ ると父 は， す ぐに私 に気 づ きま した。柔和 な微笑 みが

父 の顔 に広 が り，私 が近 づ いて行 くと， 目

には涙が あふれ てい ま した。「ジェイ，お ま 、'

え に会 えて うれ しい よ。」父 は言 い ました。

「こ こに来 て座 りな さい
。」

私 が母 に頼 まれ て父 に渡 した手紙

の 内容 は今 もわ か りませ んが，父 が

私 に伝 えて くれ たメ ッセー ジ

を，私 は決 して，忘れ るこ とは

あ りませ ん。 □
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あ亀㊧②細6魯 惨o

厨㊥②繕⑫侶
ジエリー ・ダナウェイ

系禦難瞭轟撫脚結
音 と救 いの儀 式 とを もた らします。一方

はすで に死 ん だ人 々 に， もう一方 は生 き

て いる人 々に。伝道 中 の私 は，一度 に両

方 を行 なう機会 に恵 まれ ました。

私 は韓国 南部 のウ ェオ ンジ ュという所

に，1958年 に 生 まれ ま した。後 に アメ リ

カの家族 の養 女 とな り，14歳 の ときに教

会 に入 りま した。1年 後，私 は高校 を出

てから何をすべきかについて考え，祝福師の祝福 を受ける

決心をしました。祝福師にその話 をすると，彼 は，私が知

りたいと思 っていることについて，断食して祈 るように勧

められました。その勧 めに従 い，やがて私 は祝福 を受けま

した。祝福文の中のほとんどの約束について平安 な気持 ち

を抱くことができたのですが，一部， どうしても不可解な

ところがありました。

「あなたは，あなたの家族やあなたの知 らない両親 のため

に働 くという，すばらしい特権 にあずかるでしょう。 もし

家族の記録を調べるな ら，天からの助けがあるでしょう。

もしあなたが断食 し祈 り，忠実にあなたの時間 と才能を神
ささ

に捧げるなら，諸天 はあなたの祈 りにこたえを与えてくれ

るでしよう。」 ，

私 は，系図を調べる必要があることはわかっていました

が，「あなたの知 らない両親のために」という部分 について

理解できませんでした。私の実の両親がだれなのか知 りま

せんでしたし，探 し出す方法さえまったくわからなかった

からです。私の知る限 りでは，私が養女 としてもらわれた

ときにはすでに 「親」と呼べる人はおらず，私 は孤児だっ

たのです。

大学での最後の学期 に心か ら祈 り求めたとき，伝道に出

ようという思いを強く抱 きました。宣教師申請書 を書 き終

え，書類を送 りましたが，母国の韓国に召されるのではな

いかと心配 しました。私は，韓国へだけ

は行 きたくなかったのです。数週間たっ

て，伝道の召しがきました。それは韓国

ソウル西伝道部への召 しだったのです。

その召 しを受け入れるまで，私の心の
かっとう

中には大 きな葛藤があ りました。 しかし

時が近づくにつれ，私 は自分の祝福文 の

約束を考 えるようにな りました。 これ以

外 にどんな方法で，系図を調べることが

で きるだろうか。私 は韓国に行 く必要が

あったのです。

韓国の伝道本部に着 いてから，伝道部長が私に尋ねた最

初 の質問は，「ここにいる間に，系図を調べようと思います

か」 というものでした。その質問に驚き， また励 まされて，

私は答 えました。「はい， そうしたいと思っています。」

3カ 月が過 ぎました。そのときまで私 は韓国語を学ぶこ

とに没頭 していて，系図探求についてはまったく手 をつけ

ていませんで した。ある日，私 は系図探求のことを思いつ

き，韓国人の私の同僚 とほかの韓国人の宣教師に系図を調

べるのを助 けてくれるように頼 みました。彼 らは私の願い

を快 く聞き入れてくれました。そこで私たちは，宣教師 に

与えられる休みの日に，私の養子縁組を取 り扱 った公的機

関を探 しに出かけました。その機関の担当者の人たちは，

私たちの調査が系図探求だとわかると，記録 にくまなく目

を通 し，私 に関する記録を見つけ出してくれました。

もうひとりの幼い少女

私の記録 の隣 りに，私 の赤 ちゃんのときとそっくりの写

真が張 ってあるもうひとりの幼 い女の子の記録があ りまし

た。私 は何 らかの理由で記録が混同したのだろうと思いま

したが，実はそうではありませんでした。担当者の方たち

は，私 たちの名前の横に書かれた 「ヒュンジー ・イム」 と

いう言葉は，韓国語で兄弟 あるいは姉妹を意味するという

ことを説明してくれました。驚 くべきことに私 には姉妹が
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いたのです。

養女の記録 には，彼女 のアメ リカ名 と住所が書かれてい

ました。 さっそくそのオクラホマにいる自分の姉へ手紙を

書 き，なぜ自分が韓国にいて記録 を調べているのかを説明

しました。私は， 自分の住所がその記録 にある住所か らす

でに変わっていたので，彼女の住所 も変わっているか もし

れないと思いました。 また，彼女には新 しい生活や家族が

あるので，私 のことや私が調べていることにあまり興味を

示 さないかもしれないことを覚悟 していました。

1カ 月半が経過 しましたが，彼女からは何の返事 もあり

ませんでした。 もしかするとこのまま彼女からの返事 は来

ないかもしれないと思いましたが，私 は決 して希望 を捨て

ませんでした。彼女のことを知 りたいと思っていたのはア

メリカの私の家族 も同様でした。養父 は，返事がない場合

には，彼女 を探 しに行 くつもりにさえなっていました。そ

うしてついに，2月14日 ，私の姉 のライラ ・リュウ ・ミラ
ーから私のもとへ手紙が届いたのです

。彼女の両親は，ま

だオクラホマのその家に住 んでいました。手紙の中には，

夫 と男の赤 ちゃんと一緒の彼女の写真が1枚 同封されてお

り，手紙には彼女 はとても私に会 いたいと書いていました。

公的機関の私たちの記録 には， ウェオンジュにある孤児

院から，その機関が私たちを引き取ったということも書い

てあ りました。ウェオンジュ ・ヤンニォエ ・ウェオンジャ

ン 。私 は韓国語の辞書で， 自分のわからない部分，

ヤンニォエという単語を調べてみましたが，ヤンニォエは

養女で，ヤンノは養老院 を指すだろうということだけしか

わか りませんで した。

私 は，ウェオンジュにいる何人かの宣教 師に，1950年 後

半から1960年 にかけて私が自分の記録 を見つけたその機関

による養子縁組にかかわった孤児院を探 してくれるように，

依頼 しました。 しかし，数 カ月ほど探 した後，何の成果 も

得 られませんでした。

孤児 院，それ とも老人 ホー ム

この ころ， 私 は ソウルの郊外 で伝道 してい ました。 そこ

で ソウル 西 ステ ーキ部 長会 の メ ンバ ー で あ る チ ェイ ・ド

ン ・ウ ァン兄 弟 と親 しくな りました。 ある 日， 私 が彼 の家

を訪 問 してい た とき，祝福 文 の中 の約 束 について話 したと

ころ，彼 は助 けを 申 し出て くれ ま した。数週 間後 の休 み の

日に，彼 と私 の同僚 ξ私 の3人 は，孤 児院 の手が か りを見

つけ るため にウ ェオ ンジ ュヘ 出発 しま した。

私 たちは， まず カナダの キ リス ト教 宣教 師の オコナー姉

妹 という人が，記録 を管理 してい たと いう孤 児院 を訪 ね ま

した。 しか しそ こで，彼女 は1960年 代 にカナダ に帰 国 して

いる とい うことを知 らされ ただけ で彼 女 に会 うこ とはで き

ませ んで した。私 た ちに は， もう1軒 訪 問 する ところが あ

りました。 それ は私 たちの記録 に載 って いたヤ ンニ ォエ ・

聖徒の道/1988年8月 号

ウォンジャン孤児院です。 しかし，訪 ねてみるとなんとそ

こは孤児院などではなく，老人ホームでした。 しかし私は，

以前 にそこにいたようなとても妙な気持ちになりました。

私は，非常 に混乱 しました。老人 ホームであるはずのヤン

ニォエ ・ウォンジャンになぜそのような気持ちを感 じたの

かわからなかったのです。

どうやらこの調査 は無駄なようでした。私たちは落胆 し

ました。でもあきらめませんでした。チェイ兄弟 と私は，

先の機関に戻 り再度記録 を調べることにしました。 そして

再 び記録 に目を通 したとき，私 たちは書類の隅に韓国語で

書かれた 「オコナー」という名前 を見つけました。あの老

人ホームは，かつては孤児院でぢ実 は姉 と私が養女 に行 く

まで住んでいた場所だったのです。こうして私たちは，や

っと私 と姉の出身地 を知ることができました。

チェイ兄弟 は，韓国の新聞のひとつに私 の調査 について

の記事 を載せるように提案 しました。彼 は，朝鮮戦争以降，

多くの人々が，行方不明になった家族を探 すために新聞を

利用したと教 えてくれました。私 たちは新聞記者に会い，

私の姉 と私のおおまかな特徴 と，知っている限 りの経歴 を

新聞に載せて もらうように彼に話 しました。1984年6月2

日，その記事 は新聞に掲載されました。す ぐに，私たちが

あなたの家族ではないかと，たくさんの人々からの電話 を

受 けました。

変 わった 電話

ある変 わった電話 がか かって き ました。相 手 の話 す こと

をすべて理解 す るこ とはで きませ んで したが， 同僚 の助 け

によ って， その男性 の名前 が コー ・イ ン ・スーであ るこ と

を知 る ことがで きま した。彼 は， ウェオ ンジ ュの郊外 にあ

る シ リム とい う小 さな村 か ら電話 をか けて きてお り，1950

年 代 の後 半 に彼 の家族 が養女 に出 した双 子の姉妹 について

話 して くれ ました。私 は， 自分 と自分 の姉 が双子 で ある と

は思 いませんで した。確 か に私 た ちの赤 ちゃんの ときの写

真 は似 てい ましたが，私 の姉 と私 の誕 生 日は違 って いたの

です。

コー ・イ ン ・スー氏 は，私 たち を家 に招待 して くれ まし

た。 そ して もしで きれば， ソウル に住 んで い る自分 の息子

コー ・フン ・キ ュー にも会 ってほ しい と言 いま した。 コー ・

フ ン ・キ ュー氏 と彼 の母 が，双 子 の娘 を孤 児院 に連 れて行

った とい うのです。 さ っそく私 たちは彼 に電 話 を して，会

う手 はず を整 え ました。

も しこの人 の話が本 当 だ とした らどう した らいいの だろ

う。 そ うした ら， コー ・フ ン ・キ ュー氏 は私 の親戚 になる

の です。私 は彼 に会 う心 の準備 がで きてい るか どうか 自信

が あ りませ んで した。 コー ・フ ン ・キ ュー氏 と彼 の奥 さん

に会 ったと き，彼 は私 を じっと見 つ め，私 が彼 のお ばにそ

っ くりだと言い ま した。 目に涙 を浮 かべて，彼 は話 し始 め
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全盲どのうハンディを背負のながら,1955年

から今日に至るまど,オ ルガニス トの責任を

果たしτおられる伊藤清兄弟の手記τす。

主の教会7受 けた拍手
大阪北ステーキ部岡町ワード部 伊藤 清

　

は37年 前にバプテスマを受け,今 で

私 は愛する妻と娘夫婦,高 校生になる
息子,か わいいふたりの孫 と共に教会に集

い,信 仰生活の喜びを感 じています。思え

ば長い教会員生活ですが,私 は音楽と英語

というふたつの才能を主からいただき,こ

れによって奉仕の機会を与えられたことが,

大 きな支えとなってきました。

私は,1935年5月,全 盲 という大きなハ

ンディを背負ってこの世 に生を受けました。

初めは,少 しでもこの目がよくなればと,

両親は私を連れてあちらこちらと病院回 り

をしたそうです。 しかしながら,ど こへ行

っても 「残念ながら今の医学ではどうにも

なりません」と医者たちからにべもなく断

わられたと,後 に母が愚痴 まじりに言って

いるのをよく耳にしました。

私は成長していくにつれて次第に心に不

安を覚えました。目が見えないことでいじ

められることも多く,さ らに家庭は両親の

仲が険悪で暗い雰囲気でした。そのうえ,

父が働くことに意欲をなくしたために,だ

んだん貧しくなっていきました。そして,

とうとうノ」・学校5年 生のころから中学3年

生まで,昼 の弁当を持っていくことさえで

きない状態が続きました。

いつしか,私 は昼食時になると空腹を忘

れようと,ひ とり音楽室に入り古いピアノ

をたたくようになりました。そうしたある

日のこと,音 楽の先生に呼ばれ,「いつもお

弁当の時間にそうしてピアノを弾いている

が,そ んなにピアノが好 きなのか」と聞か

れました。弁当のことも言えずに 「はい」

と答えると,「ひとりでピアノを弾いている

と我流になる恐れがある。放課後,私 と一

緒に勉強してみないか」と勧められ,そ れ

から毎 日,放 課後その先生から手ほどきを

受けることになりました。続けていくうち

に,弁 当のことや様々なつらいことも忘れ,

ただピアノの音を聞いて慰められ,学 業の

方でも大いに励みとなりました。

1950年7月,私 が中学3年 生のある日の

ことです。私は電車の中で偶然ふたりの姉

妹宣教師に会いました。彼女たちの勧める

ままにこの教会 を訪れたとき,ち ょうど

MIAの 集会が行なわれていました。初め

て訪問した私に何人もの温かい手が差し出

されました。そしてそこでピアノを弾く機

会も与えられ,そ れまでに感 じたこともな

い温かく強い拍手につつまれ,感 激 しまし

た。このことは,忘 れることのできない思

い出として今でも脳裏 に焼 きついています。

それまでも校内の音楽会などで,習 い始め

たピアノを弾かせてもらったこともあるに

はあったのですが,拍 手もお義理で,パ ラ

パラ聞こえてくる程度でした。 しかし,こ

のときの拍手の音は比べものになりません。

私はその夜,興 奮して眠れなかったことを

覚えています。たくさんのつらいことがあ

りましたが,ピ アノをやっていて良かった

としみじみ思いました。

1951年3月,中 学校を卒業すると同時に

私は迷わずバプテスマを受け,.こ の末日聖

徒イエス ・キリスト教会の一員となりまし

た。そして,4月 からは両親の反対を押し

きって,盲 学校の音楽科に入学しました。

当時,目 の見えない人たちにとっては,す

ぐに開業できる,あ んま ・はり等を学べる

医療科に入るのが常識になっていました。

なぜなら,盲 学校の音楽科で勉強した程度

では,到 底生計を立てることはできないか

らです。 リサイタルなどをするにしても,

晴眼者の技術と盲人のそれとの間には,あ

まりにも隔たりがありすぎるうえ,盲 人用

の楽譜を作 る所が日本には1ヵ 所 しかない.

ため,お 金がかかりすぎるからです。 しか

し,思 いきって音楽科に入った私の心には,

いつの日かもう一度,初 めて教会で受けた

あの感激を味わってみたいという気持ちと

家の中の暗い空気を吹き飛ばしたいという

強い願いがありました。

.1953年
,私 は出席 していた支部のオルガ

ニストに按手任命され,そ れ以来きょうま

でこの責任を果たしています。幸い,盲 学

校は音楽科 といっても月謝が安 いため,晴

眼者の生徒 もたくさんいて,知 らない讃美

歌はその人たちに何回も弾いてもらって覚

えました。地方部大会などでも伴奏する機

会が与えられ,私 もやればできると張りき

ってその責任を果たしました。しか咳 そ

のころから 「伊藤兄弟の伴奏は,聞 いて覚

えているので不正確だ」とか 「これ以上伴

奏を続けていくのはむずかしいのではない

か」などとささやく声を耳にするようにな

りました。目が見えないことからくる残念

さ,無 念さというものを味わいながらも,

この伴奏の責任を果たしていきたいと真剣

に祈 り求めました。

神様は,そ んな私の祈 りにこたえてくだ

さいました。それは,23歳 で結婚してから

のことです。妻が点字の楽譜の勉強をする
しろ

決心をし,勉 強を始めたのです。これは素
うと

人には非常にむずかしいことですが,妻 は

それをマスターし,讃 美歌を全部点訳して

くれるようになりました。私には想像 もし

なかったほど大きな恵みがもたらされたの

です。

最初この伴奏の責任に召され友ときは,

2ロ ー カル
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ワード部/曳 部特鶴同 GJ

名古屋ステーキ部

名 腕 鵬 曜7璽⊇暉部

名 豪 薗q7哩 〕撃部

の ●

oo,
●全国各地のワード部/

支部をご紹介するコー

ナーです。

前禁雛:籍難驚朧
従え,本 州の中心名古屋に私たちの名東北

名東南の両ワー ド部があります。名古屋か

ら東へ10キ ロほど行 った閑静な住宅街 に

教会が建てられたのは今から9年 前,ま た

4年 前には献堂式も行われました。

白と茶の見事なコントラストの教会堂の

玄関前は,美 しい花々が咲き誇っています。

現在,両 ワー ド部がひとつの教会堂を時

間をずらして集会に使っています。 どちら

のワー ド部にも乳児から年輩の方まで各年

代にわたって幅広く,100名 を越える活発

な会員が集っています。

名古屋市郊外 には大学が数多くあり,学

生の会貝も多く,セ ミナリーやインスティ

テユー トの活動も盛んです。独身成人の活

動も活発で,天 父のプログラムの力によっ

て若い兄弟姉妹が日増 しに成長し,そ れぞ

れが証を強めています。

北ワー ド部では毎月誕生日会を開き,会

員の親睦をはかり,一 致団結 して活動して

います。去年のステーキ部運動会では競技,

応援合戦ともに優勝し,す ばらしい成果を

修めました。

南ワー ド部は扶助協会の姉妹たちを中心

に,各 種の音楽祭などですばらしい成績を

修め,ス テーキ部大会などでは多くの兄弟

姉妹が聖歌隊に選抜 されています。

私たち会員は共に学び,成 長し,証 を強

め,益 々この教会を発展させ,名 古屋の地

にシオンを築 きたいと思います。
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陰

78年6月18日 の夜,ふ た りの外 人

19 の方が,私 の家を訪れました。そ
の日は私の22歳 の誕生 日でしたので,何 か

良いことであろうと思い,彼 らの話を聞き

ました。数回目のレッスンのとき,ニ ーフ

ァイ第三書を読んでくださいと言わ礼 彼

らが帰られたあと,'ひ とりで読んでみまし

た。心の中に,平 安 とでも言いましょうか,

赤子が母に抱かれるときのような愛を感 じ,

モルモン経は神の書物であると知 り,バ プ

.テスマを受けてもよいと思いました
。当時,

正直言いまして自分から受けたいという思

いは弱く,雨 の日でも来て下さる宣教師を,

悲 しませたくないという気持ちからでした。

宣教師に,教 会へ来ませんかと誘われて,

次 の日曜日,何 だかとでも良い所へ行くと

いった,誇 らしげな気持ちで教会へ行きま

した。まだ知恵の言葉を知 りませんでした

ので,た ばこを胸ポケットに入れて,集 会

に出たことを覚えています。教会に入ると,

一人一人が笑顔 と握手で迎えてくださり
,

今 まで経験したことのない良い気持ちを感

じました。それから,す ぐにバプテスマの

予定が決まり無事にバプテスマを受けるこ

とができました5平 日の夜でしたが,多 く

の方々が来てくださいました。

改宗してから,周 りの人々が本当によく

支えてくださいました。何か行事がありま

すと毎回電話を入れてくださったホームテ

●名更北ワード部剣 秋雄監督(左)と,

名更南ワード部志村仁志監督

イ」チャー,ま た独身成人の兄弟姉妹との

活動や,イ ンスティテユー トですばらしい

教師よ.り受けたレッスンによって,主 の教

義を正 しく理解し,主 の教えを守る大切 さ

を知ることができました。改宗してから受

けました召しは,私 の信仰の実践の場でし

た。努力 したあとには,必 ず喜びがあり満

足感をいただきました。今は,す ばらしい

姉妹 と神殿結婚しふたりの子がいます。ま

た,昨 年の10月 から私の両親 と共に生活し

ていますが,争 いもなく楽しく生活できま

すことを,主 に感謝しています。私たち夫

婦はいつもこう思っていま.す。「教会員でよ

かったね。」.(つるぎ ・あきお1955年 生 ま

れ,名 東北ワー ド部監督)
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論恐:鯉}:黛蓑識 鱒 濠
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撫 恐.。 黛 膨 詐㍉1{1、嚇:∫撫 ∀;}鳶 ξ1》:《脳 、1へ 墜:・

る宣教師に,ひ とりの求道者の方の

あためにモルモン経の吹 きこみを頼ま
れたときのことです。

彼女は体の調子'を崩し,一 時的に目が悪

くなり,モ ルモン経を読むことができない

状態にありました。

しかし私は宣教師に 「絶対できるはずが

ない」と答えました。しかし宣教師はあな

たしか頼む人がいないと必死に頼むのです。

2日 後,私 は娘のラジカセを机の上に置

き,導 かれるままモルモン経を朗読 してい

ました。その夜です。宣教師が私に転勤の

4ロ ー カ ル
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私たちにとって,ひ とりでも多くの人々に

信仰と希望と愛をもつてこのすばらしき神

様の福音を伝え,ひ とりでも多くの人々を

教会へと導く手助 けをすることは大切な役

目だと思います。この手助けをさせていた

だくために,ま じめに1歩1歩 信仰生活を

歩んでいきたいと思います。(いまい・あさ

ご1968年 生 まれ,扶 助協会 レクリエーシ.

ヨン管理会貝)

.猪子石団地?NTT●rL地 下 鉄 上 社 緊 募r。

]
猪子石小学校●

〔=======コ ⊂==

0分
市 バ ス 「猪 子 石 団 地 」

下 車 徒 歩10分
市 バ ス89系 「猪 高 台 」

[=下 車 徒 歩3分

言
　

T465

名古屋市名東区

猪高台1一 ∈315

XO52(773)

4189

⑰ 早朝セミナ リーの証 ⑰
眸年,名 更北,南 ワー ド部合同で行

なわれた早朝セミナリーの証です。

・:く・
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蟻灘
△ 年は名古屋ステーキ部 名東南北合

フ 同早朝セミナリーが始まって3年 目,

ジョセブ ・スミスが 「地上における最も正

確な書物であり,宗 教のかなめ石」と語り,

ベ ンソン大管長が 「イエス ・キリストの証

におけるかなめ石」と証をされたモルモン

経を勉強するということで,教 師もその意

気込みはとても大きなものでした。登録人

数11人 の内,2人 力噺 登録者,4人 がそれ

まで週1度 め家庭学習であったため,最 後

まで不安と迷いがありましたが,大 勢の仲

間と一緒に勉強した方が楽しいと,監 督さ

んが積極的に勧めてくださいました。

6時 から始まるレッスンに間に合わせる

ためには,生 徒たちは,月 曜から金曜まで

の毎朝,5時 から5時 半までには起 きなけ

ればなりません。また,直 接学校に向かう

生徒の家族は4時 半に起 きてお弁当を作 り

子供たちを送 り出さなくてはなりません。

教会社会は戒めを学ぶ者として,学 校や大

人の社会と同じように,ま たはそれ以上に

信頼関係を大切にするように。特に遅刻や

欠席をしないように,や むを得ぬときは,

必ずその旨連絡するように,怠 惰による遅

刻や欠席を繰り返 した場合は,み たまの励

ましを受けて生活することがむずかしくな
'

ることなど,親 も子も教師と共に訓練を受

ける場となりました。

雨の日に水煙を立てて次々と坂を登 って

くる自転車のライトや,朝 もやにゆれるセ

ーラーカラーの少女たちに
,私 は心の中で

何度 も尋ねました。テス ト期間中で睡眠不

足が続いているめに,バ レーの対外試合で

疲れているのに,雨 のぬかるみに倒れて制

服が泥まみれになっても,自 転車のチェー

ンが外れて手が油で真っ黒になっても,ス.

カートのひだがとれるほどびしょ濡れにな

っても,あ なたたちはなぜ来るのですか?

と。モルモン経が神様のみ言葉でなかった

ら,ジ ョセブ ・ズミスによって真理の原則

が回復されなかったら,こ の若者たちが学

業,ク ラブ,趣 味,友 達への関心を越えて

早朝セミナリーに身と霊を向かわせること

はなかった.と思います。わかりにくいこと

のあまりにも多い世の中にあって,モ ルモ

ン経には永遠に変わらない福音の真理とあ

らゆる人をご自分のところへ引き寄せるた

めに愛する独 り子の命 を犠牲になさった

(IIニー ファイ26:24)神 様 の愛が絶えず

行間に流れて.いることを知っているからだ

と思いました。

「バプテスマを受けるとすぐ監督さんが

来て,早 朝セミナリーで勉強するように勧

められました。それまでは学校でも家庭で

も,人 を愛することを知 りませんでした。

でもセ ミナリーのクラスの一人一人が,お

互いに愛し合い親切にしている姿をみて,

愛することの尊さやすばらしさを知 りまし

た。そして今私は学校や家庭で,少 しずつ

人を愛する喜びを知 るようになりました。」

「私は始めのうちすごいひねくれやの問

題児だったけれど,'今 は前よりも素直に物

事を考えられるようになりました。」

「セミナリーを受けるようになって
,今

まで気づかなかったことに感動 したり感謝

したりする心が育ち,生 活の中に聖句を応

用できるようになってきました。悩んでい

るときモルモン経からたくさんの助けをも

らいました。マスター聖句を実践しようと

しているクラスのみんなの思いやりや,や

さしさ,気 遣う心をみて反省 しました。福

音を取り入れて生きている人はやっぱり違

いました。セミナリーを受けて本当によか

ったと思います。」レヅスンの最終 日に分け

てくれた証です。

彼らが今 日霊によって生 まれ神の子にな

っていく姿(ア ルマ5:14参 照)を 目の当

たりにして教師としてどんなにうれしかっ

たか神様にぜひとも知っていただきたいと

思いました。

セ ミナリーは彼らが天父の息子,娘 とし

て昇栄に向かって歩みを早め,救 いを達成

させることができるように助けてくれる神

様のプログラムであることを心から証いた

します。(つちだ・じゅんこ7月1日 付け

で,日 本札幌伝道部に伝道部長の勝兄弟と

共に着任)

嶋
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初等協会(プ ライマリー)クラス用テキスト

/

俺

従来テキストと視覚教材のセットで販売してまいりました初等協会クラス用テキストは,

多くの方々にご利用いただくために,テ キスト(教 師用手引き)と 視覚教材(絵 ・写真の

セット)を 各々単品(各600円)で ご注文をお受けするようにしました。家庭のタベのレ

ッスンやホームティーチングなどでも幅広くご活用ください。テキストと視覚教材の別売

りは,今 年度7月1日 より実施いたしました。なお,各 品のカタログ番号は,以 下のとお

りです。

PCPRO6CAJA

PCPRO8G7JA

PCPR1080JA

PCPR12D6JA

PCPR14BSJA

PCPR16D3JA

PCPR18C6JA

PCPR20C4JA

PCPR24CIJA

PCPR26E7JA

ひかり:教 師用手引き

星コースA:教 師用手引き

星コースB:教 師用手弓1き

CTRコ ースA:教 師用手引き

CTRコ ースB:教 師用手引き

勇者コースA:教 師用手引き

勇者コースB:教 師用手引き

明るい少女A:教 師用手引き

開拓者A:教 師用手引き

コース11:教 師用手引き

PCPRO7CAJA

PCPROgG7JA

PCPR116QJA

PCPR13D6JA

PCPR1588JA

PCPR17D3JA

PCPR19C6JA

PCPR21C4JA

PCPR25CIJA

PCPR27E7JA

ひかり:視 覚教材セット

星コースA:視 覚教材セット

星コースB:視 覚教材セット

CTRコ ースA:視 覚教材セット

CTRコ ースB:視 覚教材セット

勇者コースA:視 覚教材セット

勇者コースB:視 覚教材セット

明るい少女A:視 覚教材セット

開拓者A:視 覚教材セット

コース41:視 覚教材セット

6

価格変更(値 下げ)の お知らせ

以下の商品の販売価格を変更いたしました(1988年7月1日 より実施)。 なお,売 り切れ後絶版となりますので,ご 注文はお早めにお願い

いたします。

カタログ番号

TDOOOOOl

TDOOOOO2

PXYW4363JA

商品名

絵はがき8枚 セット

絵はがき5枚 セット

若い女性キャリーボックス

旧価格

60円

50円

260円

新価格

10円

10円

50円

v

㎜紘
ス

。Q

ポ

W

会協助扶

扶肋協会の使命,神 を

信ずる,教 会の家族を

強める,愛 の奉仕を行

なう,神 権者を支持す

る,ノ ーヴーにおける

扶助協会の設立

(計6枚)

イ ンスティ テユ ート(新刊)
「旧約聖書生徒用資料列王記上 マラキ書」

PMSI11℃3JA1500円

本コースでは1日約聖書の後半(列 王

紀上からマラキ書まで)を 扱う。難

解な聖句の理解を助ける注解,地 図,

図表など聖典研究を系統立てて進め

る資料として活用できる。

8ロ ー カ ル
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